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再会したらプロポーズされると思っていたのに、初恋の人は遊び人になっていました!?
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「今宵は僕のお相手をしていただけませんか？　エレーナさん」

　男が甘い笑みを浮かべる。身なりこそ貴公子のようにも見えるが、その目は欲望に濡れてぎらついていた。両腕を壁につき、獲物を逃がすまいとしている。男の腕に閉じ込められているのは、なんとも妖艶な女性だ。

　ふわふわと柔らかそうな金糸に、やや釣り目の赤い瞳。ぷっくりとした唇は、男を誘うかのように色づいている。腰は細いがバストとヒップにはボリュームがあり、見事な曲線を描く。

　色香の漂う彼女だが、最も目立つ部位は胸だ。男性の手にも収まりきらないほどたわわに実った果実を、一度だけでも味わいたいと願う男は後を絶たない。

　彼も例外ではなく、彼女――エレーナ・エリセ伯爵令嬢の身体に興味津々だった。

　興奮から息を乱した男がエレーナの髪を手に取り、口元へ運ぶ。

「エレーナさん。僕、と……」

　しかし、男の唇が触れることはなかった。エレーナが男の手をはたき落としたのだ。

　動揺する男に、彼女はにっこりと笑ってこう告げる。

「ごめんなさい。あなたじゃ満足できそうにないの」

「なっ……！」

　男はかっと顔を赤くして怒りを露わにしたが、顎に触れられてぴたりと動きをとめる。彼女が魅惑的な笑みを浮かべていることに気が付き、ごくりと唾を呑み込んだ。そっと顔を近づけてきたエレーナが、耳元で吐息混じりに囁く。

「私を口説きたいなら、もっと紳士になってくださらないと。私、優しい男性が好みですのよ？　……では、ごきげんよう」

　くすりといたずらっぽく笑うと、彼女はその場を立ち去った。残された男は、色香にあてられてぽーっとすることしかできない。

「ああ……。エレーナさん……」

　男は自身の耳を押さえながら、エレーナの背を見送った。






　一方、男から逃れてホールに戻ったエレーナはほっと息をつく。

（あ、危なかった……！）

　この日の彼女は、とある侯爵家主催の舞踏会に参加していた。何人もの男性に続けてダンスを申し込まれ、少し休もうと抜け出した途端のあの出来事だ。人けのない場所だったから、運が悪ければ個室にでも連れ込まれていただろう。もしもを想像すると、ぞっとした。

　一つため息をつき、なるべく目立たないよう会場の隅へ移動する。自分の心境とは真逆にも思える煌びやかなワルツが、なんだか憎たらしい。

（どうして、こんなことになっちゃったんだろう……）

　先ほどのようなことは珍しくもない。……というより、日常茶飯事だ。多くの者が男女の関係になれると思い込み、強引に迫ってくる。こういったことは学生時代から続いており、エレーナを悩ませていた。聞くところによると、どうやらこんな噂が広まっているようなのだ。

　――エレーナ・エリセは誰とでも身体の関係を持つ、と。

（そんなことないのに……）

　人の婚約者を寝取るだの、誰でも受け入れるだのと好き放題言われているが、当人には全く心当たりがなかった。

　散々な噂を流され、数多の男に言い寄られるエレーナ。その実態は、誰とも関係を持ったことのない清らかな乙女だった。

　異性経験のないエレーナは、初めこそただ怯えてしまい抵抗もできなかった。だが、年単位の時が流れれば、かわし方も覚えるというものだ。

　こちらから男の頬や手に触れ、「もっと熱烈な言葉をくださらないと、ね？」なんて言ってくすくすと笑って見せたりする。そうすると、男に隙ができて逃げ出すチャンスが生まれる。ただ拒絶するよりは逆上もされにくい。

　そうして自力でかわす術を学んだはいいが、その慣れた態度のせいで遊び人疑惑が加速中でもある。

（おどおどしていてもダメ。怒らせないよう、上手く切り抜けようとすればさらに誤解される。どうしろっていうの……）

　壁に背を預けて途方に暮れるエレーナの前に、すっと影が落ちる。顔を上げると、見知らぬ男性が自分に向かって手を差し出していた。

「私と踊っていただけませんか？　エレーナ様」

　物腰柔らかにも見えるが、やはり瞳の奥はぎらついている。彼も噂を真に受け、夜の相手になることを望んでいるのだろう。その背後には複数人の男が控えていて、ダンスをしてもしなくても捌くのには時間がかかりそうだった。エレーナの休憩は、儚くも終了した。






　エレーナ・エリセは、ラメール王国の由緒正しい伯爵家の生まれだ。三年制の王立学院を卒業したばかりで、今年十八歳になる。

　幼いころは気弱で泣き虫だったからか、同年代の男子によくいじめられていた。成長した今だって、男性に関することで嫌な思いばかりしている。男嫌いになってもおかしくないだろう。

　けれど、彼女が男性そのものを嫌うことはない。何故なら、信頼できる異性を既に知っていたからだ。

　先日の舞踏会でも、なんとか男たちをかわしきることができた。伯爵家の屋敷に戻った彼女に渡されたのは、とある人からの手紙だ。

「帰ってくるんだ……」

　そこには、お手本のような筆跡で「来月には帰る」「帰国記念パーティーを開く予定だ」といった内容が記されていた。

　私室で過ごす彼女は、手紙をそっと胸に抱いて目を閉じる。

「やっと会える……」

　目頭がじんと熱くなる。あまりの嬉しさに、涙がこぼれてしまいそうだった。

　手紙の送り主は、ユリウス・ユンカー。辺境伯の嫡男で、エレーナとは幼馴染だ。領地が隣で親同士の親交も深かったことから、二人は幼いうちに知り合った。

　出会いは、五歳か六歳のころ。一つ上のユリウスは、ちょっとぶっきらぼうだけど優しい男の子だった。

　エレーナが男子にいじめられていると、いつだって駆けつけて守ってくれた。いじめっ子たちを追い払ったら、「ほら」と手を差しのべてくれた。「俺がきみを守るから」と言ってくれた。

　彼はあっという間にエレーナのヒーローになった。

　憧憬や信頼に恋情が加わるまで、そう時間はかからなかった。初恋、だった。

　出会いから数年後には、ユリウスと結婚したいと父に懇願してしまったぐらいだ。

　思春期を迎えても二人の関係が変わることはなく、勇敢な彼のことが大好きなままだった。

　しかし、ずっと一緒にはいられなかった。

　ユリウスが隣国に長期留学し、離れ離れになってしまったのだ。彼が十四歳の頃からだから、もう五年ほど経つ。その間、数回は帰国していたようだが予定が合わず、一度も会えていない。

「どんな男性になったのかな」

　最後に見たユリウスには、まだ少年のあどけなさが残っていた。成長の早かったエレーナとは違い、成長期を迎えていなかったのだ。しかし、彼もそろそろ十九歳になる。きっと、素敵な男性になっていることだろう。

「えへへ……」

　ユリウスが貴公子となった姿を想像すると、思わずにやけてしまった。

　幼い頃の彼は、女の子と間違われることもあった。それほどまでに整った容姿をしているのだ。天使のようなプラチナブロンドの髪と、くりくりした青い瞳を持つ彼は、エレーナから見てもたいそう愛らしかった。

「今頃、物語の中の王子様みたいになってるかも……」

　にへにへと妄想にふけっていた彼女だが、はっとして便箋を取り出すと机に向かう。

　帰ってくると聞いて嬉しい。早く会いたい。帰国記念パーティーには必ず参加する。

　そういった内容を慣れた手つきで書き綴った。

　ずっと会えていない二人だが、文通は継続していた。

　エレーナは王立学院に入学すると、男子には迫られ、女子からは「人の婚約者を奪った」として嫌がらせを受けるようになった。そんな暮らしの中でも折れずに過ごせたのは、ユリウスからの手紙が支えになっていたからだ。

　ユリウスは自分を罵倒したりしない。軽い女だと思い込むこともない。「夜の相手をしてほしい」なんてこと、言うはずもない。

　手紙の中のユリウスは、昔と変わらない。不器用だけど、優しくて紳士で……。エレーナは、ユリウスに会えなかった時間も、ずっと彼に恋焦がれ続けていた。

　ユリウスの存在があったから、どれだけ中傷されようとも男たちに追いかけまわされようとも、自暴自棄にならずに済んだ。彼の言葉があったから、やさぐれることもなかった。

　いつか帰って来る彼に、汚れないままの自分で堂々と会いたかった。

　……できることなら、自分の色々な初めては彼に渡したい。成長したユリウスと見つめ合い、互いの唇が近づいて……といった妄想が膨らみ始める。

「～～っ！」

　ダメよ、はしたないわ、とエレーナはぶんぶんと首を横に振る。胸の鼓動が高鳴り、顔が熱くなるのを感じる。

「でも、期待……してもいいのかな」

　旅立ちの日、彼は「帰ってきたら話したいことがある」「待っていてほしい」と言った。どういう意味なのかと聞くことはできなかったが……。

（これって、そういうことなんじゃないの……!?）

　十八歳に近くなり、縁談やら婚約やらが現実味を帯びてきた今なら流石にわかる。ユリウスは、もしかしたら。

「私と結婚したい、とか……」

　頬を染めたエレーナは「きゃー！」とひとり盛り上がる。

　会えるだけでも嬉しいのに、ずっと大好きだった人にプロポーズされるかもしれないのだ。はしゃいでしまうのも無理はない。

　手紙によれば、彼の帰国まであと一か月ほど。エレーナは期待に胸を躍らせた。






　あっという間に時は過ぎ、帰国記念パーティーの日を迎えた。

　いつもより気合いを入れておめかしして、鏡の前で何度も自分の姿を確認した。

　長年の片思いの相手に、約五年ぶりに再会するのだ。最高に可愛い自分で彼の前に立ちたかった。迷惑にならないようにはするが、ユンカー家に一番最初に到着してやろうとも思っていた。

　しかしそんな思いも虚しく、パーティーに遅刻することになる。道中で馬が怪我をして、進めなくなってしまったのだ。無理やり馬車を引かせるわけにもいかず、代わりの馬を手配しているうちに時間が過ぎていく。

　結局、招待状に記載された時刻から一時間以上遅れてしまった。

　到着したときには、会場は既に談笑ムードになっていた。立食形式でそれぞれ自由に動いているため、ユリウスの居場所はわからない。

（ユリウス、どこにいるの……？）

　声をかけてくる男性たちには「まだ主役に挨拶していないから」とだけ返してスルーし、メインの会場となっている大広間をきょろきょろと見回す。

　すると、会場の一角に人だかりを見つけることができた。この会で人が集まるとしたら、おそらくユリウスの近くだ。女性だらけでよく見えないが、きっと彼はそこにいる。

　やっとユリウスに会えると思った。彼と話すことができたら、ずっと待っていた、一日でも早く会いたかったと伝えたい。ずっとあなただけを想っていたと、打ち明けてしまいたい。

　近づいていくと、女性たちの中にユリウスらしき男性の姿を確認することができた。

「ユリウ、ス……」

　ぱあっと表情を輝かせたエレーナだったが、だんだんと声がしぼんでいく。彼に向かって伸びかかった手も、行き先を失った。

　何故なら、ユリウスが自身を取り囲む女性の手を取り、甲にキスしていたからだ。

　見た目はずいぶん変わっているが、あれは間違いなくユリウスだ。少年から大人の男性になったからと、エレーナが彼を見間違えるはずもない。

　近くにいる女性を片っ端から口説いているのか、彼は次々に女性へとろけるような笑みを向ける。女性たちの声にかき消されてしまってよく聞こえないが、甘い言葉も吐いているようだ。

「あ……」

　エレーナはそれ以上彼に近づくことができず、じり、と一歩後退する。

　ユリウス・ユンカーは、幼馴染で初恋の人だ。

　ちょっとやんちゃで、素直になれないところもあって。けれど優しくて、よく気が付く人で。

　エレーナがどこで泣いていても、すぐに見つけ出してくれた。そんな彼のことが大好きだった。彼との未来を夢見ていた。

　別れのときに「待っていて」なんて言われたから、彼もそれを覚えているはずだと信じていた。

　自分にとって彼が唯一であるのと同じように、彼もこちらを想っていてくれるかも、と期待していた。

　けれど、目の前の現実は――。

「っ……」

　女たらし。ナンパ野郎。

　ずっと恋焦がれていた相手は、そんな形容がよく似合う男になっていた。







＊＊＊








「絶対に参加します、か……」

　男がふっと口角を上げる。清楚で可愛らしい花柄の便箋には、「早く会いたい」「楽しみにしている」といった嬉しい言葉がたくさん綴られている。

　優しい手つきで便箋を撫でると、男は愛おし気に青い瞳を細めた。

「……俺もだよ、エレーナ」

　手紙の送り主は、ずっと大好きだった女の子。この男、ユリウス・ユンカーは、長年にわたってたった一人の女性を想い続けている。

　想い人の名はエレーナ・エリセ。もう十年以上の付き合いになる。

　彼女は出会いの日をよく覚えていないようだが、ユリウスは今でもあのときの衝撃を鮮明に記憶している。

　あれは、エレーナが初めてユンカー家に訪れた日のことだった。気弱で恥ずかしがり屋だった彼女は、ユリウスの存在に気が付くとぱたぱたと父親の後ろに隠れてしまった。

　そんな彼女が勇気を振り絞って顔を出した、あの瞬間。雷が落ちたかのような衝撃に襲われ、恋に落ちた。一目ぼれだったのだ。

　柔らかそうな金髪に、紅潮した白い肌。赤い瞳は潤み、今にも泣きだしてしまいそうだった。

　父に促されてちらりとこちらを見るが、目が合うと隠れてしまい……。そういったやりとりを何度か繰り返した。あまりにも愛らしくて、胸が高鳴ってどうしようもなかった。

　この子を守りたい。笑顔が見たい。まだ幼いながらに、そんな風に思った。

　もじもじする彼女をなんとか遊びに誘い、出会ったその日に花をプレゼントした。

　その際、「ありがとう」と笑いかけてもらえたことが嬉しくて、さらに夢中になった。

　彼女の気を引こうとして意地悪をする男子は、自分が追い払った。

　たしかにエレーナは可愛い。話したい、自分を見てほしいという悪ガキたちの気持ちは理解できる。だが、そのために彼女を傷つけてしまってはなんの意味もない。

　ユリウスは、他の男子とは違った方向から――好きな子を笑顔にするという形で、彼女にアプローチし続けた。

　その甲斐あって、異性の中では最も親しい相手になれたと自負している。

　だが自身が長期留学したために、もう長いこと会えていない。

「……きっと今頃、とびきり可愛いお嬢さんになってるんだろうな」

　長い髪を風に遊ばれた彼女が振り返り、柔らかな笑みを向けてくれる……。そんな妄想をもう何度繰り返したかわからない。

「あー……。絶対可愛い。間違いない」

　別れのとき、彼女は十三歳だった。少女から大人の女性へ変化しつつあった彼女は、美しく成長し始めていた。五年経った今は、美しさと愛らしさを兼ね備えた魅力的な女性になっているはずだ。そう確信していた。

「でも、そこが心配でもあるんだよな……。他の男にかっさらわれでもしたら……」

　先ほどまでとは打って変わってずうんと肩を落とす。

　エレーナは昔から可愛かった。好きな子をいじめるタイプの男児たちが群がっていたほどだ。そんな彼女が女性として魅力を増していけば、さらに男が寄ってくるだろう。

「……胸も大きかったし」

　ぽそ、と付け加える。紳士としてあまり意識すべき点ではないのだが、彼女は胸が大きかった。十代前半の時点で、その辺の大人に引けをとらないほどの育ちっぷりを見せていた。思春期真っ只中だったこともあり、気になって仕方なかったものだ。

「……まだ、待っていてくれるかな」

　彼女が他の男に奪われてしまうのではと、怖くて仕方なかった。自分がそばにいないうちにもしものことがあったらと思うと、離れがたかった。

　だから、言葉を残した。待っていてほしい、と。

　本人には話していないが、ユンカー家当主の父にもこう伝えてある。

　自分が帰国したとき、互いに婚約者がいなかったら――。エレーナとの縁談を進めたい。彼女との未来を考えている、と。

　幸い、彼女に婚約者がいるといった話は聞いていない。もちろん、自分自身もフリーだ。

　文通も途絶えることはなく、忘れ去られてしまったとも思えない。

「帰ったら、エレーナにプロポーズする」

　留学が決まったときからここまで、ずっとそう考えていた。実行に移すタイミングが、近づいている。






　帰国後、すぐにパーティーが開かれた。

　やっと彼女に会えると意気込み、人生で一番かっこいい自分を目指して服や髪型を整えた。

　身長は伸び体つきも男らしくなったから、エレーナもきっとびっくりするだろう。少し照れた彼女に「大きくなったね」なんて言われる場面を妄想すると、にやにやが止まらなかった。

　大好きなあの子に、大人の男になった姿を見せる。ときめかせたい。かっこいいと思われたい。そんな思いで準備を終え、愛しのエレーナを迎えるぞ！　とわくわくしていたのだが……。

（遅いな……）

　女性に囲まれて談笑していたユリウスは、ちらりと時計へ視線をやる。

　開会から約一時間。愛しの彼女はまだ会場に姿を見せていなかった。

（なにかトラブルでも……？）

　エリセ伯爵家の領地はユンカー領の隣だ。なにか問題でも起きない限り、大幅な遅刻をするとは考えにくい。

　この辺りは道も整備されていて治安もいいが、危険がないとは言い切れない。事故に巻き込まれたり盗賊と遭遇するといった可能性もある。主役としてゲストの相手をしていたものの、じっとしているのももう限界だった。

（エレーナ。今、探しにいく）

　そう決意して歩みを進めようとしたが、立ち止まる。

「待って、ユリウス様。私、もっとあなたとお話ししたいです」

　自身を取り囲んでいた女性の一人が、腕を掴んできたのだ。ユリウスが止まったことを確認すると、するりと腕を絡めてくる。それを見て、周囲からは「ずるーい」「私も～」といった声があがる。

（悪いけど、足止めされている場合じゃない。さっさと抜けよう……）

　ため息をつきたい気持ちを抑えつつ、本音とは真逆の甘い笑みを作った。

　ユリウスは国王すら恐れる辺境伯の嫡男で、見目もいい。留学中に成長期を迎えて甘いマスクの貴公子となった彼は、それはもうモテた。両国の架け橋にと、数えきれないほどの縁談も舞い込んだ。

　だが本人はエレーナ一筋で、他の誰とも交際する気はなかった。

　しかし、国境を守る家の人間として、他国の者との関係を悪化させるわけにはいかない。お断りするにしても、角が立たないように振舞わなければならなかった。

　考えた末に、ユリウスが見つけた相手を傷つけずに振る方法はこういったものだった。

「いけませんよ、レディー」

　ユリウスは、自身に抱き着く女性の頬にそっと触れた。驚きで相手の力が抜けたタイミングを見計らい、さらっと腕も抜いている。

「貴女のような美しい人にこうも触れられてしまっては、私は他の男たちに焼き尽くされてしまいます。……嫉妬の炎に、ね」

　こう話しつつ女性の手を取り、甲にキスを落とす。最後にぱちっと片目を瞑ると、女性からは声にならない声が漏れ出た。

「は、はひ……」

　顔を真っ赤に染め上げた女性がこくこくと頷き、数歩後退する。

（よし、効いた）

　自分でも、なにをのたまっているのだろうとは思っている。だが、相手の自尊心を傷つけず穏便に距離をとるには、これぐらいしか方法を思いつかなかったのだ。

　バカみたいだが、全てのレディーに対して同じ接し方を続けていけば「こういう人」として認識され、争いにも発展しにくい。

　他の女性にも同様に対応し、相手を持ち上げつつふんわりとお断りしていく。

（申し訳ないけど、今はエレーナが最優先だ）

　そろそろいいだろうと、口説きにも見える「お断わり」の連続を切り上げる。女性たちに向かってにこやかに手を振ると、足早に会場を出た。

　捜索隊が必要かもしれないとまで考えていたが、会いたくてたまらなかった人はすぐに見つかった。

「エレー……ナ……？」

　メインの会場となっている大広間を出てすぐの場所に、彼女はいた。別れのときに比べて随分大人びたが、間違いない。

　待ちに待った再会のはずなのだが、ユリウスの表情は凍り付いた。

　何故なら、エレーナが男の腕の中にいたからだ。抱きしめられるとまではいかないが、壁に背を預け、男の胸に手をおいている。

　ユリウスになど気が付かないまま、彼女は人差し指を男の唇に近づけてくすくすと笑う。「こんなところでダメよ」という声が聞こえる気がした。

　その表情は、ユリウスが知るものとは全く異なっていた。

　昔の彼女は、無邪気、可憐、儚い、といった言葉が似合う女性だった。だが、今はどうだ。気軽に男に触れ、色っぽい笑みを浮かべている。男を知らない女性が浮かべる表情だとは、到底思えなかった。

　近くには他の男たちもいて、彼女に接触するチャンスを伺っているようだった。

　ユリウスの中で、なにかが砕け散る音がした。十年以上想い続けた無垢な少女は、もういない。自分の前にいるのは、男慣れしたふしだらな女だ。

　動けなくなっているうちに、女性たちが集まってくる。しかし、衝撃の光景を前にしたユリウスが彼女たちに対応することはできなかった。
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　呆然とするユリウスと、なんとか男を撃退したエレーナの視線が絡む。

　両者立ち尽くし、異性を引きつれた想い人と見つめ合う。

　五年ぶりの再会を果たした二人の気持ちは、シンクロしていた。

　――初恋の人は変わってしまった、と。

















第二章












「ユリウスのバカーーっ！」

　乱暴にグラスをテーブルに置き、叫ぶ。

　ユリウスとの最悪な再会の翌日、エレーナは荒れに荒れていた。

　ヤケ酒をしているようにも見えるが、中身はただのジュースだ。雰囲気だけでも出ればと、ぶどうジュースをワイングラスで嗜んでいる。

　はあーっと怒り交じりのため息をつきながら、自ら瓶を傾けておかわりを注いだ。

　さんさんと日が降り注ぐ中庭で、エレーナはテーブルに突っ伏してやさぐれる。

「待っていてって言ったくせに！　ずっと私を待たせてたくせに！　あんな……」

　思い出されるのは、ユリウスが女性たちを口説いていたあの場面だ。赤い瞳に、じわ、と涙が浮かんだ。

「なーにが『話したいことがある』よ！　ちょっとかっこよくなったからって調子にのってえ！」

　そばに控えるメイドがうろたえている。だが、どうしても抑えられない。

　昨日は結局、言葉を交わすこともなかった。あまりのことに、彼に近づくこともできなかったのだ。

　それでも、ユリウスのほうから話しかけてくれるのではと、ちょっぴり期待していた。しかし、目すら合わないまま閉会を迎えてしまった。

「……私のことなんて、忘れちゃったのかな」

　ぽつりとそんな言葉が漏れて、視界が滲んだ。

　少年から青年へと変わる五年を、甘くみていた。

　ユリウスはエレーナが想像していた通り、甘い顔立ちの貴公子に立派に成長していた。長身ですらっとしていて、スタイルもよかった。

　そんな彼が、婚約者もいない状態で過ごしていたのだ。さぞモテたことだろう。彼はきっと、女性たちの好意に応えたのだ。

　そうするうちに、五年も会わなかった女のことなど、どうでもよくなってしまったのかもしれない。

「バカ……。バカぁ……！」

　ずっと待っていたのに。そんな風に思ったところでもう遅い。

「信じた私が、バカだったんだ……」

　ぽつぽつとこぼれ落ちた涙の雫が、地面を濡らしていく。

　ずっと温め続けてきた恋心は、行き場を失った。






　その後、父に連れられてユンカー家を訪ねた際、ユリウスとも顔を合わせた。

　けれど、気まずくて悲しくて、彼に対する怒りすらあって、上手く言葉が出てこなかった。

　二人きりになった際、そっぽを向く彼に「きみ、変わったよね」なんて言われたときにはかっとして、「あなたこそ！」と口論に発展してしまった。

　幼馴染の彼なら、自分が変わっていないことをわかってくれると信じていた。だからこそ悔しくてたまらない。

「女たらし！　不潔！　その顔でどれだけの女性を騙してきたのかしら？」

　ははん、とバカにするように言葉を吐けば、彼も鼻で笑う。

「きみこそ、何人の男を手玉にとってきたんだ？　あの気弱なエレーナが、今じゃ誑かす側だとはね」

「はあ？　あなただってやんちゃ坊主だったくせに、かっこつけちゃって！　木の枝を拾い集めてたの、忘れてないんだからね！」

　幼い頃のユリウスは、庭で立派な枝を拾ってはエレーナに見せてきた。「かっこいいだろ」と笑う彼に「うん！」と返していたが、今になって思えばただの枝だ。どちらかといえばゴミに近い。

「何歳のときの話だよ！　まあ、枝は……今もちょっとほしいけど……」

「ほしいの？　お子様ね～！　あなたに憧れるお嬢様方が知ったらがっかりするんじゃない？」

　むっとする彼を煽るように嘲笑う。大好きだった人を馬鹿にしながらも、心の中で泣いていた。

（こんなはずじゃ……）

　もっと、こう、感動的な再会やロマンチックなやりとりを想像していた。なのにどうして罵倒し合うことになってしまったのだろう。

　両者、勘違いに気が付かないままいたずらに時が過ぎていく。

　以降も何度か顔を合わせたが、会話の内容はさほど変わらず、喧嘩してばかりだ。

　ユリウスの帰国後、両家の父は毎週のように互いの家を行き来している。それも、必ず子を伴ってだ。

　元々親交は深かったが、どうして自分まで駆り出されるのだろう。毎度ユリウスと顔を合わせることになり、エレーナはうんざりしていた。

　喧嘩を繰り返すうちに誤解を解くタイミングも失い、どちらが経験豊富かでマウントを取り合うようにまでなってしまった。

　再会から一か月ほどが経過した今日も、二人は「バカ」「きみこそ」とやり合っている。

　父たちがそばにいれば、もう少し落ち着いていられる。だが、到着後すぐに二人きりにされてしまうから、言い合ってばかりだ。

　可愛らしいティーセットを挟み、憎まれ口をたたき合う。

「あなたなんて、相手をする価値もないわ！」

「俺だって、きみみたいな女はお断りだ！」

　そんな応酬を続け、ぜえぜえと肩で息をしはじめたころ。ばんっと勢いよく扉が開き、両家の父が登場した。二人とも……特にエレーナの父・エドモンは機嫌よさげに頬を紅潮させている。

　お酒でも飲んだのかしら、と呑気に考えるエレーナに向かって、父は興奮気味に話し始める。

「エレーナ！　ユリウスくん！　きみたちにいい知らせがある！」

「……いい知らせ？」

　エレーナが首を傾げると、父たちはにこにこしながら頷く。とっておきの発表があるといった雰囲気だ。当主同士、目を合わせて意思疎通するとユリウスの父・ユルゲンが一歩前に出て、高らかに宣言する。

「ユリウス。エレーナさん。きみたちの婚約が決まった！　きみたちは元々、とても仲のいい幼馴染だったが……。これからは婚約者として仲を深めるように！」

「「……は？」」

　子らの声が、重なった。

（こん、やく？　こいつと？　この女たらしと!?）

　たしかに、ごく最近まで彼との結婚を夢見ていた。

　だが、ユリウスが自分のことを忘れて遊び呆ける姿を見て傷つき、幻滅もした。裏切られたという感覚だってある。

　今のエレーナは、ユリウスと結婚することを望んではいない。むしろ、絶対お断りだった。青年となった彼は、エレーナが最も嫌うタイプの男だ。

　承服できないのはユリウスも同じだったのか、

「ま、待ってください父上。婚約とは、いったい……」

　と、うろたえる。

「今更恥ずかしがることはない。昔から互いのことが好きだったのはよくわかっている。エドモンとも、二人を結婚させてやりたいと前々から話していたのだよ」

「ですが……。俺は、今はもう……」

　言いよどんだユリウスが、ちらりとエレーナに視線をやる。「今は」という言葉に、ちくりと胸が痛んだ。

　別れの際に彼に言われたことと、父たちのこの宣言。これらを前にして、ユリウスも以前は自分と同じ気持ちだったことを確信した。

　けれど、もう変わってしまった。一度も会えないまま過ぎた五年は、あまりにも重い。ユリウスがなにを言いよどんでいるのかは、エレーナにも理解できた。

（言えないなら、私がしっかり話してあげるわよ）

　小さくため息をつくと、情けない〝元〟想い人に代わって己の考えをしっかりと口にする。

「お父様、ユルゲン様。私は、ユリウスとの婚約は望んでいません」

「っ……！」

　ユリウスが苦し気に目を伏せた。ショックを受けているようにも見えて、「なによその顔は」と憎たらしくなってしまう。

（私が悪いみたいじゃない。自分だって拒否しようとしたくせに……）

　そう考えると、ふつふつと怒りがわいてくる。

「たしかに、彼に憧れたこともありました。ですが、今は違います。それはユリウスも同じはず。……婚約の件、どうか撤回を」

　淡々と事実を述べて、小さく頭を下げる。「ほら、あなたも」と小声で促すと、ユリウスもエレーナに続いた。

　そんな子らを見て父たちはきょとんとし……しばし顔を見合わせたが、決定が覆ることはなかった。

　それどころか、

「きみたちはもっと話し合うべきだ」

「きっと誤解している」

「二人で過ごせる時間を作ろう」

　などとエレーナたちを説得し始める。そのうえ、

「そうだ、ユリウスの短期入学にエレーナさんも同行するのはどうだ？」

「ああ、それはいい」

「学生時代といえば、私も妻とは甘酸っぱい青春を過ごしたものだよ」

「ともに青春すれば、二人の考えも変わるかもしれないな」

　と盛り上がり、親だけで話が進んでいく。

「あ、あの……。短期入学、とは？」

　すっかり置いていかれたエレーナが挙手し、会話に割り込んだ。そうでもしないと、訳がわからないまま話がまとまってしまいそうだった。

　エレーナが困っていると気が付いたユルゲンが「ああ、すまないね」と言ってくれたから、ほんの少し安心した。

「ユリウスは、これから王立学院に短期入学することになっているんだ。留学中も学校には通っていたが、あくまで他国のものだからね。形だけであっても、自国の学院を卒業した実績を作ったほうがいい」

「はあ……」

　事情はわかったが、先ほど「同行」という言葉が聞こえた気がする。嫌な予感がした。

　父たちが言うには、ユリウスが受けるのは卒業生やそれに相当する者向けの上級プログラムだそうだ。さらなる高等教育という位置づけのため、既に卒業したエレーナも対象となる。

　簡単な説明を終えると、エドモンは娘に向き合った。

「それにお前も同行させる。二人一緒に学生時代をやり直すといい」

「で、ですが……！　そもそも私たちは、婚約などするつもりは……」

「エレーナ」

「っ……」

　静かな、けれど有無を言わせぬ雰囲気だった。エレーナが口を慎むと、父は困ったように娘へ笑いかける。

「……私は、お前に今度こそ楽しい学園生活を送ってほしいのだよ」

「お父様……」

「ユリウスくんが一緒なら、きっといい思い出になる。……いっておいで、エレーナ」

　あの悪夢のような学園生活に、ユリウスがいてくれたら。彼が一緒なら、おかしな噂を流されても楽しく過ごせたのではないか――。そう考えたことがないといえば、嘘になる。

　彼とともに学ぶ「もしも」を想像し、俯いた。

　エレーナが遊び人扱いされていることは、家族の耳にも届いている。可能な限り噂を否定し、男性を追い払うようにもしてくれるのだが、払拭しきれていない。

　その原因が、自分の行動にもあることはわかっている。けれど、学生のうちに染みついてしまったかわし方を変えることもできずにいた。

（お父様はきっと、私が学院でつらい思いをしていたことに、気が付いている）

　だからこそ、青春を取り戻してほしいのだろう。

　ユリウスがエレーナのヒーローなことは、父もよく知っている。彼と一緒なら、楽しい時間を過ごすことができると考えているように思えた。

　父の気持ちを汲み取ってしまったら、強く拒絶することはできなかった。

　ユリウスも婚約には難色を示しつつも、エレーナの同行を拒否することはなかった。彼なりになにか思うところがあったのだろうか。

　結局、互いに「嫌だ」と言いながらも婚約は結ばれ、学院にも同行することになってしまったのである。
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「エレーナ、あれはなに？」

「学食よ」

「さっきもなかったか？」

「学内に三つあるの」

「へー！」

　感心しきりのユリウスの隣で、エレーナは苦々しくため息をつく。学院に着いてからここまで、ずっと楽しそうなユリウスが能天気に見えてなんだか腹立たしい。

　今日は学園生活の初日だ。授業は明日からで、この日は準備期間のようなものだ。

　校長への挨拶に同席したところ、「卒業生で婚約者でもあるきみに、学院の案内を頼みたい」と言われてしまい、今に至る。

（まさか、戻ってくることになるなんてね……）

　三年間の学生生活を耐えきったと思ったら、再入学することになってしまった。

　父に押し切られて承諾してしまったが、こうして学院の中にいると息が詰まりそうだった。

　ラメール王立学院は、王侯貴族とそれに近い財力を持つ者のみが通うことのできる学校だ。

　在学期間は、十四歳から十七歳の三年間。

　王都の中心部に位置していて、学生のほとんどが寮で暮らしている。生徒同士の連帯感や自主性を高めるためだそうだ。

（……そういえば聞こえはいいけれど、生活の場にまで権力争いやいじめが発生するから大変なのよね）

　二人が受ける上級プログラムの期間は、後期の半年。その間も寮で暮らすことになるが、通常コースの学生とは別棟なのが救いだ。さらなる学びを求めるような人なら、くだらないいじめになどあまり興味はないだろう。

（寮にいるときぐらいは、安心できるといいんだけど……）

「……ナ、エレーナ！」

　思考の海に沈んでいたエレーナだが、とん、と肩に触れられてハッとする。

「な、なに？」

　慌てて顔を向けた先では、ユリウスが青い瞳をキラキラと輝かせていた。

「学食三つって、やっぱりメニューが違うのか？」

「ええ、まあ……。それ以外に喫茶店もいくつかあって、それぞれ特色があるわ」

「そっか。じゃあ、全部行ってみないとな……」

　うきうきする彼の隣で、なにがそんなに楽しいんだか、なんて思ってしまった。けれど、それも無理もないだろう。エレーナだって、入学時にはわくわくしたものだ。……そんな風に思えたのは、最初だけだったけれど。

　この学院は、関係者以外立ち入り禁止だ。広く開かれるのは、学園祭といったタイミングぐらいか。

　本来の在学期間に留学していた彼が、王立学院に足を踏み入れるのは今日が初めてだった。

　エレーナからすれば見慣れた光景でも、ユリウスにとってはなにもかもが新鮮なのだ。

　流石は隣国に長期留学する男といったところか、彼は想像以上に好奇心旺盛だった。質問攻めにされたエレーナは、じわじわと疲れていく。

（うう……。そろそろ休みたい……）

　そんな思いが通じたのか、ユリウスが飲食店の一つに入ってみたいと言い出す。やっと休憩できると、内心ほっとした。

　彼が興味を示したのは、軽食と飲み物を扱う喫茶店タイプの店舗だ。こちらは女子生徒たちのランチや、放課後のお喋りの場として使われることが多い。

　学生たちはまだ授業時間中なこともあり、他の客は数組しかいない。今この場にいるのは、エレーナたちと同じく上級プログラムの受講者だろう。

　中庭が見える横掛けの席に着くと、ユリウスとともにメニューを眺めた。

「どれにしよっかな……」

「私のオススメはこれね」

「へー……」

　そんな話をしていると、ちょっとずつ気分も上向いてくる。

　学生時代のエレーナに、友達はいなかった。正確には、最初はいたのだがみんな離れていった。悪い噂が流れ始めたことで、遠巻きにされてしまったのだ。

　だから、こうして学内で誰かと一緒に過ごすのは本当に久しぶりだった。なんだか、入学してすぐの頃に戻ったみたいだ。

　それぞれドリンクを選ぶと、すぐに注文した品が運ばれてきた。

「あ、本当だ。美味いなこれ」

　チョコレートドリンクを口にしたユリウスが、ぽつりと呟く。彼が選んだのは、エレーナが一番にオススメしたものだ。彼も気に入ってくれたことが嬉しくて、照れながらも胸を張る。

「あったり前でしょ！　この私のお気に入りなんだから！」

「そんなに威張ることかあ……？　まあいいや。他のオススメは？　そっちも飲んでみたい」

「えっとね……！」

　仲のいい後輩もいなかったから、こんなことを聞かれる場面もなかった。

　初めてのことにすっかり張り切ってしまったエレーナは、メニューを見ながらユリウスに身体を寄せた。

　隣に並んでいるから、近づいたほうがメニューは見やすい。ただそれだけの理由だったのだが、ユリウスは妙な反応をした。

「ちょっ……」

　エレーナがずいっと近づくと、ユリウスはその分のけぞって距離をとる。嫌がるような態度がなんだか気に食わない。

「……なによ」

　不満も露わに睨みつけると、彼はこほんと咳払いしてから元の体勢に戻った。心なしか頬が赤い。

「……いや、なんでも。で、どれが美味しいんだっけ？」

「そうね……」

　なんなのよ、とは思ったがテーブルに視線を戻す。文句を言ってやりたいという思いよりも、先輩面したいという気持ちが勝った。

　あれもこれもと勧めたが、一度に飲めるのは頑張っても三種ほど。また今度、二人で一緒に来ることになった。

　その後も案内を続けたが、木から降りられなくなった猫を助けたユリウスがひっかかれたり、手当てをしようと取り出したハンカチが風に飛ばされて噴水の中に落ちたりと、イベントが盛りだくさんだった。

　ただ歩いているだけだというのに、エレーナからは笑顔が絶えない。三年間もここで学生をやっていたというのに、こんなの初めてだ。

「そんなに笑うなって……」

　彼も最初は不服そうだったが、エレーナにつられてぷっと吹き出す。

　笑い合う彼らの姿は、仲のいい婚約者そのものだった。
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　授業の合間、次の教室へと移動する一人の女子生徒がふと足を止める。それまで笑顔で談笑していた彼女だが、雰囲気が一変し、大きく目を開いて中庭を見つめていた。

　彼女の視線の先には、金髪の女性――エレーナの姿があった。この学院では見たことのない男と笑いあっている。卒業生でも簡単には立ち入れないこと、三年制の学生と違って私服なことから、エレーナたちが上級プログラムの受講者であることが伺えた。

「あの女、また……」

　彼女はエレーナ・エリセが嫌いでたまらなかった。何故なら、最も大切に思う人を傷つけられたからだ。女神のような人に悲しい思いをさせたエレーナは、罰を受けるべきだとすら考えていた。

　だがエレーナは、昨年、学院を卒業した。嫌な女を目にする機会もなくなって清々していたところだった。

　しかし、いなくなったはずの憎い相手が、何故か学院内にいる。それも、大変見目のいい男性まで一緒だ。

「殿下だけでは飽き足らず、また男を誑かして……！」

　女子生徒はぎりりと奥歯を噛みしめた。

「……あの方を傷つけるなら、許さない」

　エレーナを睨みつけ、低く呟く。敵意に満ちていた彼女だが、他の生徒に声をかけられてハッとする。自分が所属するグループの女子たちに置いていかれそうになっていたのだ。

「フリーデ、なにしてるの？」

「すみません、今行きます」

　フリーデと呼ばれた生徒は先ほどまでとは打って変わって明るい表情に変わり、ぱたぱたと駆けていく。

　銀髪の女子の隣に並ぶと、人懐っこい笑みを見せた。
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　再入学から数週間が経過した。

　エレーナの新たな学園生活は、意外にも穏やかだった。

　本格的に嫌がらせを受けるようになったのは、二年生になってから。自分を追いかけまわしてくる男子も、いじめてくる女子も多くは下級生だったのだ。

　だから、エレーナを嫌な目に遭わせた者たちは今もまだこの学園にいる。それにも関わらず、被害は格段に減っていた。

　その理由は、もうわかっている。

「おはよう！　ユリウス！」

「おはよう、エレーナ」

　女子寮を出てすぐの場所で、二人は挨拶をかわす。

　平和に過ごせるのは、ユリウスが婚約者としてそばにいてくれるからだ。

　再会したあの日、へらへらと女性を誑し込む場面を見たときには適当な男になってしまったと思ったが、彼はマメだった。

　婚約は嫌がったくせに、毎日寮まで送迎してくれるのだ。同じプログラムを受けているうえ、空いたコマも図書館で一緒に勉強することが多い。そうなると、ほとんどの時間を共に過ごすことになる。

　ユリウスが隣にいるあいだは、誰もちょっかいをかけてこない。彼以外の話し相手はほとんどいないが、なかなかに快適だ。

（嫌がらせをされないだけで、こんなに過ごしやすいなんて……）

　じーんとするエレーナだったが、あくび混じりの彼の言葉にぴたりと足をとめることになる。

「あー……そうだ。俺、武術の授業を追加でいくつか受けることになったから」

「えっ」

　この学校で、武術を学べるのは男子のみだ。当然、エレーナは参加することはできない。そうなると、彼が剣をふるったり格闘術を習ったりしているあいだ、一人きりになってしまう。

（一人になったら、もしかしたら、また……）

　そんな不安が頭をよぎり、俯く。

「エレーナ？」

　いきなり静かになったことを不思議に思ったのか、彼も足をとめてこちらを覗き込んでくる。

　いかないでほしい。そばにいてほしい。そう思ってしまったが、もっと学びたいと考える彼を止める権利は、自分にはない。

　エレーナはぱっと笑顔を作り、顔をあげた。

「……いいんじゃない？　辺境伯の嫡男が、剣も扱えないへっぽこじゃ困るものね」

　煽るようにそう言うと、彼も「はあ？」と口元を引きつらせる。

「誰がへっぽこだ……。一から習うんじゃなくて、さらに磨きにいくんだよ」

「はいはい、そういうことにしてあげるわよ」

「あのなあ……。俺が素人じゃないことは、きみだって知ってるだろ？」

　それ以上言葉を交わすことができず、強がってつーんとそっぽを向いてしまう。彼が不在となることに不安を感じていると、気取られたくなかった。

　過去になにがあったのかを知れば、追加の授業など取らずに一緒にいてくれるかもしれない。けれど、彼の邪魔をしたくはなかった。

　本人も話した通り、彼は素人などではない。幼い頃からしっかりと鍛錬を積んでいる。

　国境を守る家に生まれた者として、情けない姿は見せられない。頼れる男になる必要がある。そう言って手に剣だこを作る彼に、自分は恋をした。

　だから、そばで自分を守ってほしいなんてわがままは言わない。

　すぐに彼は追加の授業を受け始め、エレーナにはひとりぼっちの時間が生まれた。

　そうすると、男子にはつきまとわれ、挙句強引に迫られ……。女子からは水をかけられたり、聞こえるように「尻軽」などと侮辱されたりするようになった。

　懸念通り、一人になった途端に嫌なことが起き始めたが、ユリウスに相談することはできなかった。






「ユリウス様～！」

　ぱたぱたと自分を追いかけてくる足音に、男に媚びる甘ったるい声。

　うげっと嫌な顔をしそうになるのを堪えて、ユリウスは笑顔を作った。

　昼休みに入り、校内を移動していたところだった。男子のみの授業を受けていたから、エレーナはそばにいない。

「どうかしましたか、お嬢さん」

「今日のお昼休み、私と一緒に過ごしてくれますよね？」

　腕に抱き着かれそうになり、さっとかわす。避けられた女子生徒は「も～！　ユリウス様ったらあ」となおも甘えようとしてくる。

　それをなんとか制しながらも、内心でため息をつく。

（一緒に食事するなんて、言ってないんだけどな……）

　自分がモテるという自覚はあったが、学院にきてからは油断していた。この数週間、自分にアピールしてくる女性はいなかったからだ。

　しかし、エレーナと別行動が増えた途端にこれだ。今になって思えば、婚約者がそばにいたから控えていただけだったのだろう。

　この女子生徒も、エレーナがいないときを狙って近づいてくる者の一人だった。記憶が確かなら、帰国記念パーティーにも参加していたはずだ。

「……お誘いはありがたいのですが、私には婚約者がいます。ですから、前にもお伝えたように、二人で過ごすことは……」

　エレーナとの婚約に、納得しているわけではない。それでも、婚約者のいる男が他の女性と二人で過ごすなど、あってはならないことだ。

　それに、そんな男を誘惑したと噂にでもなれば、女性側だって困ってしまうだろう。帰国時のまだフリーだったときとは、状況が違う。

　だからしっかりお断りしようとしたのだが、「婚約者」という言葉に相手の纏う空気が変わる。

「婚約者って、エレーナ・エリセさんですよね？」

「ええ、そうですが……。エレーナのことをご存じで？」

「知ってるもなにも、有名ですよ。あの人。あんな尻軽女と婚約だなんて、ユリウス様がお可哀想です」

「……」

　ユリウスから笑顔が消える。しかし女子生徒はその変化に気が付かないまま、同情するように彼の胸に手を置いた。

　エレーナが男遊びをしているという噂は、帰国後に知った。再会したあの日、彼女が男を手玉に取る姿を自分の目でも確かに見ている。だから、真っ赤な嘘ではないのかもしれない。

　けれど、初恋の相手で、今は婚約者となった人のことをそんな風に言われて、いい気分でいられるはずもない。

「……ユリウス様。せめて学院にいるあいだぐらいは、あんな悪女のことは忘れて、私と……」

　瞳を潤ませ、女が顔を近づけてくる。このままキスできるとでも思っているのだろうか。勝手に盛り上がる女を冷たく見下ろすと、ぱしっと手を叩き落とした。

「……ユリウス、さま？」

「尻軽、ね。あんたも、人のことをどうこう言えないんじゃないか？」

「なっ……！」

　女はかっと顔を赤くし、わなわなと震える。まさかユリウスにそんなことを言われるとは思ってもみなかった。そんな雰囲気だった。

　たしかに、留学中は女性にこんな態度をとることはなかった。内心では鬱陶しく思っていても笑顔を作り、丁重に扱った。辺境伯の嫡男として、他国の者と衝突するわけにはいかなかったからだ。

　だが、ここは母国だ。自分の態度一つで国際問題に発展したりはしない。

　それでも関係の悪化は避けるべきだが、婚約者を貶され、浮気を求められている時点で喧嘩を売られているも同然だ。お姫様扱いしてあげる必要など、ありはしなかった。

「自分自身のためにも、まずは己の行動を顧みることだな」

　そう言い残して立ち去れば、彼女がそれ以上追いかけてくることはなかった。






（言い過ぎたかな……。いや、でもあれくらい言わないと……）

　これまで女性のことは蝶よ花よと扱ってきたため、どうにもああいった物言いには慣れない。

　しっかり拒絶し怒りを示す必要があったのはたしかだが、少々言い過ぎた気もする。エレーナのことを尻軽などと言われて、頭に血がのぼってしまったようだ。ここのところ、授業を追加したこともあって少し疲れていた。そのために苛立ちを抑えきれなかったのかもしれない。

（今度からは、もう少し気を付けないとな……）

　婚約者不在の隙を狙って近づいてくる女子は多い。その全員にこんな対応をしていたら、ユンカー家を敵視する者も出てくるだろう。

　甘すぎる対応はしなくてもいいが、必要以上に否定し傷つけるのも得策ではない。

　次からは、もっと上手く立ち回らなくては。そう考えてがしがしと頭をかきながらも、エレーナとの待ち合わせ場所に向かう。

　元々のプログラムは、三年制の生徒が受けるものとは違い自由時間も多い。本来、今日の昼前一コマは空いていたのだが、そこに剣技の授業をねじ込んだ。

　そのため、エレーナとは昼休みに合流することになっていた。

　二階の廊下から、約束の場所である中庭の噴水前を見下ろしてみるが、彼女の姿はない。

　まだ来てないのかな、と思いつつも目をこらしてみると、柱の陰に誰かいることに気が付いた。

（……エレーナ？）

　遠目でもわかる抜群のスタイルに、美しい金髪。間違いなくエレーナだ。

　正面には男がいて、なにやら妖しい雰囲気を醸し出している。

　男は柱に両手をつき、エレーナを追い詰めているようにも見える。だが、彼女が抵抗する様子はない。それどころか、男の胸に手を置いて自ら誘っているようにも思えた。

　どくん、と心臓が嫌な音を立てる。

　ともに学院に来てから、こんな場面を見ずに済んでいた。だから、他の学生に言われるまで、彼女が男遊びをしていることも忘れかけていた。

　一緒にいるときの彼女から、男を誘惑するような雰囲気は一切感じなかったのだ。

　けれどそれはきっと、自分がそばにいたからだ。婚約者という邪魔者がいなければ、男はエレーナに近づくし、彼女も彼らを受け入れる。そういうことなのだろう。

　エレーナから目が離せないまま、ぐっと唇を噛んだ。

（キス、する――）

　二人の距離が近づいていく。そのことを嫌だと思う自分がいた。

　しかし、彼らの唇が重なることはなかった。遠目にではあるが、彼女が「めっ」と指で男を制したように見えた。エレーナはするりと男の腕から抜け出し、ユリウスからは見えない位置へ移動してしまう。

　結局、彼女はさきほどの男を受け入れなかったようだ。だが、自分が不在の隙にこんなことが起きているとなっては、いてもたってもいられない。

　彼女を奪われる恐怖。嫉妬。焦り。自分という男がいるのに、という怒り。あらゆる感情でぐちゃぐちゃになったまま、廊下を走り階段も駆けおりる。

　そうして辿り着いた先で見たのは、噴水前のベンチにちょこんと座るエレーナの姿だった。自分を待っていたようで、どこかそわそわとしている。

「あっ！　ユリウス～！」

　こちらに気が付くと、にこにこ朗らかに手を振るものだから、拍子抜けしてしまった。

　到底、婚約者がいぬ間に浮気しようとしていた女の様子ではない。むしろ、純朴な――離れ離れになる前の可愛いエレーナの印象に近い。

「早く行きましょ。あなたが食べたがってた限定メニュー、売り切れちゃうわよ」

「あ、うん……」

　今日はユリウスの希望で、一番大きい食堂の二十食限定メニューを食べに行く予定だった。

　エレーナが言うには、昼休みが始まってすぐに行かないと食べられないらしい。

　既に足止めをくらっているから、もう遅い気もする。だがエレーナはまだ諦めていないようだ。

　ほら早くと促されながらも、心の中で首を傾げた。

（さっきのはなんだったんだ……？）






　その後も、エレーナが男と二人でいる場面を目撃し続けた。

　どうやら、彼女は度々男に迫られているようだ。

　エレーナが噂通りの人物なら、婚約者の目がないときにキスの一つや二つしていたっておかしくない。だが、受け入れる場面は一度たりとも見たことがない。

　ユリウスには、彼女が男をかわして逃げているだけのように見えた。

　自分も同じようなことをしていたから、なんとなくわかるのだ。

　もしかしたら、彼女は――。

（逆上されないように、上手くかわしているだけ？）

　目撃するのも三、四回目となったころには、そう思うようになった。

　この考えが当たっているのだとしたら、あまりにも彼女が不憫だ。

　自分は男だから、異性に迫られてもそこまで大きな恐怖はない。いざとなれば腕力で押し返せる。

　しかしエレーナは違う。一人きりのとき、男に無理やり腕を掴まれでもしたら……。ろくな抵抗もできず、連れ去られてしまうだろう。

　暴力に発展する可能性を考えれば、はっきりと拒絶するのも難しいかもしれない。

　そう考えると、あの思わせぶりな態度も納得できた。あれは、男を逆上させないようにしているのだ。

　しかしそれ故に周囲の勘違いは加速し、遊び人だと思われてさらに異性が寄って来るようになる。

（……俺にも覚えがある）

　エレーナはきっと、自分と同じだった。いや、彼女が抱える恐怖や不安は、男のユリウス以上のものだろう。

　それに、女子生徒との仲も良好だとは思えなかった。

　一緒にいるとき、エレーナに声をかけてくる女子はいない。三年もここにいたのなら、仲のいい後輩の一人や二人いたっておかしくないのに、だ。

　むしろ、遠巻きにされているようにすら感じられる。

　他の女子と話している場面を離れた場所から見たこともあるが、仲がいいようには思えなかった。

（……女友達もいない、か）

　こちらも理解できる。やはり自分も、同性にやっかまれることがあった。

　それでも、なんとか友好的な関係を築くことはできた。だが、元々引っ込み思案なところのある彼女では、そうはいかないだろう。

　きっとエレーナは、ずっとつらい思いをしていた。泣き虫で、自分にくっついてばかりいた彼女が、たった一人で。

（もし、俺がそばにいられたら）

　きっと、彼女を守ることができただろう。だが、時間は戻らない。ならば、今からでも自分にできることをするべきだ。

　そう決めてからのユリウスの行動は早かった。

　女子寮まで彼女を送りつつ、こう提案する。

「エレーナ。武術の授業なんだけどさ、見学しに来ないか？」

「え？　見学……？」

「うん。先生に聞いたら、婚約者ならオーケーだってさ。どうだ？」

「……行く！」

　エレーナがぱあっと表情を輝かせたから、こちらも笑顔になった。

　寮までの送りと迎えは継続。男子のみの授業にも、見学に来てもらうことにした。

　こうすれば、エレーナが一人になる時間はほとんどなくなる。

　彼女が男遊びを望んでいるなら、ずっと一緒になんて嫌がりそうなものだが、そういった様子もなかった。

　むしろ、授業についてきては「すごい！」「どうやるの？」と瞳を輝かせている。やはり、噂は噂でしかなかったのだろう。

　剣技の授業の後は、「とりゃー！」と剣を振る真似なんてしてみせるから、ついつい笑ってしまう。

　全然違う、構えになってない、と指摘するとエレーナはむーっと頬を膨らませた。

（あー可愛い……）

　ともに過ごしていくうちに、どんどん彼女の笑顔が増えていく。

　自分自身も、自然に笑うようになったと感じている。留学中によく見せていた作り物の表情は、彼女の前では必要ない。

　今のエレーナにはちょっと意地悪なところもあるが、再会したばかりの頃のような嫌みったらしさは抜けてきた。

　年齢を重ねて変わった部分はあるのだろうが、根っこの部分は変わっていない。そう思えた。






　ある朝、いつものように女子寮まで迎えに行くと、その日は彼女のほうが先に外に出ていた。

　彼女の苦労に気が付いてからは、他の男に隙を与えないよう早め早めに動いている。だから、エレーナが先なのは珍しい。

　朝日の中で、彼女の金の髪がふわりと揺れる。こちらに気が付いた彼女は、長い髪をなびかせながら振り向いた。

「ユリウス！」

「っ……！」

　彼女の笑顔がとびきり愛らしくて、心臓が跳ねた。邪気のない、満面の笑みを見せてもらえることが嬉しくてたまらない。彼女のこの表情を、他の誰にも奪われたくない。

（……好き、なんだな。今もまだ）

　ユリウスは、彼女への恋心がなくなっていないことを自覚した。

















第三章












　エレーナが学院に戻ってきてから、数か月が経過していた。

　一時期は困ったことがたくさん起きていたが、最近はそれもない。理由はやっぱりユリウスだ。

　寮までは彼の送迎つき。武術の授業にも同行している。昼休みだってもちろん一緒だ。

　いつだってユリウスが隣にいる状態で、その婚約者のエレーナに嫌がらせができる者など、いなかった。

　空き時間に喫茶店で勉強しながらも、エレーナはじいっとユリウスを見つめる。寝不足なのか、何度かあくびをしていた。

（……ユンカー家ってすごいな）

　自分が嫌な目に遭わなくて済むのは、ユリウスがそばにいるからだ。だが、もし彼がユンカー家の人間ではなかったら、ここまでの抑止効果はなかったかもしれない。

　ラメール王国は、海、山、平地がバランスよく存在する豊かな国土を有している。

　食料も資源も豊富なうえに海路まであり、この地を吸収したいと望む国は多い。ゆえに国土を狙われ、他国と争ってきた歴史がある。

　しかし今では隣国と友好関係を築いていて、王侯貴族の留学も盛んに行われている。

　今日の平和は、歴代の王や辺境伯たちによる外交努力のたまものだ。その辺境伯が、他でもないユンカー家なのだ。

「えい」

　エレーナは目の前に座る男に向かって手を伸ばし、頬をつつく。相手はよく鍛えられた男性だが、頬はぷにぷにとしていた。

「ふふっ……」

　意外な感触に、思わず笑みがこぼれた。

「なに、なんなの」

　突然ほっぺたをつつかれたユリウスはといえば、困惑しているようだが拒絶はしない。

「未来の国境の守護者も、ほっぺたまでは鍛えられないのねえ」

「ほんとになに……？」

　つんつんぷにぷに。えへへと口元を緩めるエレーナを見て、ユリウスは呆れた様子だ。

　彼が生まれたユンカー辺境伯家は、エレーナが話した通りの存在だった。

　この国の守護者として高い軍事力を持つと同時に、他国と最も親交が深い家柄でもある。

　もしもユンカー家を敵に回せば、他国の軍勢を率いて攻め入ってくる可能性だって存在するのだ。

　もちろん、王に忠誠を誓う信頼の厚い家ではある。しかし、王ですらもユンカー家を怒らせるような真似はできない。

　そんな家の嫡男が婚約者だから、エレーナの平和も守られている。みな、ユリウスの怒りに触れるのが怖いのだ。

　ユリウスにとってエレーナは大切な存在だと、学院の者たちももう気が付いている。そうでなければ、ここまでつきっきりになどなりはしないからだ。

　いまいち理解できていないのは、エレーナ本人ぐらいのものだ。幼い頃から彼に大切にされてきたエレーナは、対ユリウスとなるとちょっぴり鈍かった。

　そんなとき、ドアが開く音とともに、からん、とベルが鳴った。他の学生が喫茶店にやってきたことに気が付き、エレーナがぱっと手を引っ込める。

　この時間帯に空きがあるのは、上級プログラムの受講者のみだ。そもそもの母数が少ないため、店が貸し切り状態になることもある。

　エレーナがこんな風に戯れていたのは、他の客がいなかったからだった。

　人の目を意識した途端に恥ずかしくなってきて、手をテーブルの下にしまい、視線を泳がせる。

　ユリウスはなにか言いたげに彼女を見つめてから、にいっと笑った。

「さっきの、もうしてくれないの？」

「しない！」

「へ～」

　形勢逆転。先ほどまではエレーナが彼で遊んでいたが、今は逆だ。

　にやにやと意地悪に笑う婚約者を、エレーナはむうっと睨みつけた。

　しばらくからかわれていたが、ユリウスはふと懐中時計を取り出し、静かに立ち上がる。

「……そろそろ行こうか」

「もうそんな時間？」

　このあとは剣技の授業がある。エレーナも彼に続き、喫茶店をあとにした。

　一言に武術と言っても色々あるが、ユリウスが最も得意とするのは剣の扱いだ。

　留学中も鍛錬を欠かしていなかったようで、学院一と言われるほどの腕前をしている。

　授業の後半には模擬戦もあり、エレーナは「ユリウスのかっこいい姿が見られる！」と毎回楽しみにしていた。

　この日の模擬戦の相手は、第三王子のノア・ラメール。エレーナの一つ下の三年生だ。

　優しく穏やかな性格だが、王子というだけあって腕前はなかなかのもの。しかし、ユリウスに届きはしない。……はずだった。

（……ユリウス、どうしたんだろう）

　いつもなら誰が相手でも快勝するのに、どうしてか今日は苦戦している。相手が王子だからと、手を抜くようなタイプでもないのにだ。思えば、今日は最初からいつものようなキレがなかったような気もする。

　打ち合いの末、踏ん張りがきかなくなったユリウスが体勢を崩し……。その隙をついて、ノアが彼の首元に木刀をつきつけた。

　ユリウス・ユンカーの敗北は初めてのことだった。勝ち星をあげたのが王子ということもあり、わっと場が沸いた。

　片膝をついて息を切らすユリウスに、ノアが手を差し伸べる。ユリウスもその手を取ろうとしたのだが、ぐらりと揺れてその場に倒れ込んだ。

「……ユリウス！」

　エレーナが慌てて駆け寄ったときには、彼はびっしりと汗をかいていた。赤くなった顔に触れてみると、驚くほどに熱い。
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　すぐに教員もやってきて、てきぱきと指示を出す。医務室に運ばれていく彼を、エレーナはただ見守ることしかできなかった。






　ユリウスが眠っている間、男子寮の管理人から話を聞いた。

　管理人の男性が言うには、ユリウスは寮に戻ってからもずっと勉強していて、最低限の睡眠しかとっていなかったそうだ。

　ユリウスは五年ものあいだ他国にいた。その期間に起こったことを、「留学していたので知りません」で済ませるわけにはいかない。

　近年出版された本はもちろん、五年分の新聞まで読み漁っていたという。

　エレーナは、彼が眠たそうにしていることが多い理由を初めて知った。

「……バカ」

　彼が責任感のある男だとは知っていた。留学していたのだって、辺境伯の嫡男としての務めを果たすためだ。健康な青年であることも理解している。

　けれど、これは頑張りすぎだ。こちらが母国だとはいえ、帰国して急に生活が変わるだけでも大変だったはずだ。

　寮は男女別で行き来もできないため、彼がそんな無茶をしているだなんて知らなかった。

　数時間後、少し顔色のよくなった彼が目を覚ます。

　とはいえ、まだ熱はある。だというのに、もう大丈夫、明日から登校できると言い張るから、軽く言い合いになってしまった。

「授業のノートぐらい、後で見せてあげるって言ってるじゃない。あなたは休んでいればいいの」

　休むように言っても聞き入れてもらえないため、エレーナもついつい喧嘩腰になってしまう。

　頑張りたい気持ちはわかる。彼の真面目で努力家なところは好ましいと思う。けれど、休むのだって仕事のうちだ。今回のように倒れてしまっては元も子もない。

　すっかり呆れてしまったエレーナだったが、彼がもごもごとなにか言おうとしていることに気が付き、耳を近づける。

「俺が休んだら、きみが……」

「……え？」

　そう言い残すと、彼はまた眠りに落ちた。この分だと、やはり明日の登校は無理だろう。

　医務室も閉まる時間になったため、あとは寮の管理者に任せることにして寮へ向かう。

　一人で女子寮に向かいながらも、エレーナは彼が残した言葉を思い返していた。

（……私を一人にしないようにしている？）

　薄々気が付いてはいた。そうでもなければ、四六時中ぴったりと隣にいたりはしないだろう。

　でも、どうしてそんなことを。

　婚約者とずっと一緒にいたいという風でもない。

　となると、思い当たる理由は一つだった。

（私のこと、守って……？）

　エレーナの頬がぼっと赤く染まる。熱を出したユリウスにも負けないほどに色づいているだろう。

　もしかしたら彼は、自分がこの学院で嫌な目に遭っていることに気が付いているのかもしれない。

　相談などしていないが、なにかしら目撃されていてもおかしくはない。

　エレーナを守るために、ずっとそばにいてくれたのだとしたら……。

（なによ、変わってないんじゃない）

　子供のころの彼は、エレーナが泣いているとすぐに見つけてくれた。笑わせようとしてくれた。

　ちょっとわかりにくくなったけれど、今も昔も、彼の行動そのものは変わっていない。

　五年を経て再会した今も、ユリウスは自分を守ろうとしてくれている。

　そう感じられて、なんだか悔しい気持ちになった。






　翌日の朝、女子寮前にはユリウスの代わりに管理人がやってきた。やはり、今日は欠席するそうだ。

　だが、医師が言うにはそこまでひどい状態でもないらしく、数日も休めば回復するだろうとのこと。

　そう説明しても「休まない」「行く」と言い張ったとかで、苦笑いしてしまった。

　体調を崩した彼のことが心配ではあるが、男子寮は女子禁制だ。そばについているわけにもいかない。

　エレーナにできることと言えば、後で見舞いの品を持っていくことぐらいだろうか。

　そう考えながら管理人に礼を言うと、校舎へ向かう。

　完全に一人になるのは今日が初めてだ。少々心細いが、元々はずっとこうだった。

　幼い頃は、いつだって彼に守られていた。けれど、エレーナだってもう十八歳だ。味方がごく少数でも、王立学院もしっかり卒業した。今更、なにを怖がることがあるのだろうか。そう考えて前を向く。

　一人で歩くエレーナを見つけた学生たちが、物珍しそうにちらちらと見てくる。

　昨日、ユリウスが授業中に倒れたという噂が広まっていたようで、「やっぱりか……」といった呟きも聞こえた。

　エレーナのみで登校してきたから、ユリウスは病欠だとみなが確信したようだ。

　学生たちの視線が痛いほどに突き刺さり、小さくため息をついた。

　一人の女子生徒が、そんなエレーナを木の陰からじっと見つめる。隣にユリウスがいないことを確認すると、歪に口角を上げた。

　多くの視線に晒されたエレーナが、その女子生徒の存在に気がつくことはなかった。






　昼食を終えたが、今日は何事も起きずに済みそうだった。ユリウスの牽制が効いているのかもしれない。

　心の中で彼に感謝しつつ、残った時間でテイクアウト可能な飲食店や購買を回る。病欠したユリウスに差し入れする品を探しているのだ。実際に購入するのは放課後になるだろうが、今のうちにめぼしいものを見繕っておきたかった。

（栄養がありそうなものにしようかな。喉の痛みがあるかもしれないから、ドリンクのほうがいいかも……？）

　誰かのことを考えて店を見て回る時間は、存外楽しい。上機嫌に進むエレーナだったが、どこからか名前を呼ばれた気がして立ち止まる。きょろきょろしていると、建物のあいだから腕が伸びてきて物陰に引きずり込まれてしまった。

「きゃっ……」

　続けて、どん、と壁に手をつかれる。驚く彼女の前には、頬を紅潮させた男子生徒がいた。

「な、なに……？」

　突然のことに驚くエレーナを、男は熱っぽく見つめる。さらには、「邪魔者はいません」「僕のことが好きなんですよね」なんてことまで言ってくるから、エレーナは混乱する。

（好き？　なにそれ？　そもそも誰だっけ……？）

　見覚えはあるが、名前までは出てこない。その程度の相手だった。だが、男のほうは何故だかエレーナが自分に好意を持っていると思い込んでいた。

　まるで、誰かから「エレーナがあなたを求めている」とでも教えられたかのようだ。

（……とんでもない勘違いだわ）

　以前ならともかく、今はユリウスという婚約者がいる。なのに、本当に好きなのは別の人だとか、遊び相手を求めているなどと思われているのだろうか。ここまで悪評が広まっていたのかと目を伏せる。

　だが、嘆いている場合ではなかった。このまま男の腕に収まっていたら、なにをされるかわかったものではない。

　すぐに切り替えて、いつものやり方で逃げ出そうと試みる。だが、なにを言っても聞き入れてはもらえなかった。「婚約者がいるからダメ」と言えば、「秘密の関係ですね」と興奮され、「嫌！」と叫んでも「照れちゃって」と返される。

　男は息を荒くするばかりで、エレーナを逃がしてはくれなかった。髪に触れられると、嫌悪感で身体が震えた。

（ユリウス……！）

　心の中で助けを求めるが、彼はいない。これから自分の身に起こる事態を想像し、ぎゅっと目を閉じた。

　しかし、男がそれ以上エレーナに触れることはなかった。

「……そこでなにをしているのですか？」

　彼女の耳に、静かな、けれどよく通る男性の声が届く。

「は？　なにって……。っ……！」

　邪魔される形になった男が怒りを露わにするが、その勢いは続かなかった。

　何故なら、声をかけてきた相手が自分よりもよほど位の高い人物だったからだ。

「で、殿下……！」

　男がエレーナから手を離し、後ずさる。

　二人の前に現れた男子生徒の名は、ノア・ラメール。ふわふわとした柔らかそうな茶髪に、優し気な黒い瞳を持つ人だ。先日ユリウスと剣の試合をした相手で、この国の第三王子でもある。

「……アブレゴ子爵家の三男、カミロ。ここでなにをしているのかと聞いているのです」

「そ、れは……。エレーナさんが、僕を待っていると聞いたから……」

「そうですか。それは誰に聞いたのですか？　エレーナさん本人にそう言われましたか？」

　ノアの黒い瞳がすうっと細められる。口調こそ穏やかだが、そこにはたしかな怒りが含まれていた。

　お前が誰なのかも、合意がないこともわかっている。言外にそう伝えられた男は、悔しそうに顔を歪めながらも立ち去った。

　男の背が見えなくなると、エレーナはほっと息を吐く。

「ありがとうございます、殿下」

　おかげで何事もなかったと付け加えると、ノアは「よかった」と優しく微笑んだ。

　第三王子ノア・ラメールは、エレーナにとって数少ない味方の一人だ。

　だが、特別親しいわけではない。王子という立場もあってか、こういった場面を放っておけない人なのだ。

　この国の王位は長子継承と限られておらず、彼の兄にあたる第一王子と第二王子は熾烈な権力争いを繰り広げている。しかし控えめな性格のノアは、そこに加わる気はないようだ。

　柔らかな人柄だが、正義感のある人。多くの者はノアに対してそんな印象を抱いている。そのため、ノアを慕う者は多い。エレーナもその一人だった。

　彼は単独で過ごすエレーナを心配したのか、「今日の昼休みはそばにいるよ」と言ってくれた。

　気持ちは嬉しいが、ノアには幼い頃からの婚約者がいる。だから自分と一緒では悪いと伝えたのだが、「みんなを守るのも僕の仕事だから」と彼は笑った。

　たしかに、ノアは誰に対してもこうだ。授業についていけない者を心配して、個人レッスンをしている場面だって見たことがある。今回のように揉め事やトラブルの仲裁に入ることだってしばしばだ。エレーナもその中の一人にすぎず、彼の特別などではなかった。

（殿下が誰かを助けるのはいつものこと。なら……少しぐらい、大丈夫かな）

　そう考えたエレーナは、彼の婚約者、アネット・アデール公爵令嬢に少しの後ろめたさがありつつも、厚意に甘えさせてもらった。

　先ほどあんなことがあったばかりなのだ。一人になるのはまだ怖かった。

　それに、ユリウスが戻ってくればノアを煩わせることもない。今だけならいいだろうと思ってしまった。

　彼と雑談しながら校内を歩いていると、在学時を思い出す。

　エレーナが孤独な三年を過ごしていたときも、ノアだけはエレーナのことを気にかけてくれた。今日のように助けてもらったことだって、何度もある。

　互いに恋情などないが、エレーナにとってノアは数少ない信頼できる相手だった。

　ユリウスへの見舞いの品を決めたころ、昼休みの終わりを告げるチャイムが鳴った。

　それを合図にノアと別れ、それぞれ教室へ向かう。その日は、それ以降危ない目に遭うことはなかった。






　まだ体調が回復しないようで、翌日もユリウスは病欠となった。

　流石に二日連続でノアを頼るわけにはいかず、昼休みは一人で過ごすことにした。

　わいわいと話す学生たちの中に入るのはなんだか気が引けたから、購買で買ったサンドイッチを持って中庭のベンチに腰掛ける。

　以前は一人でも学食のメニュー開拓に勤しんでいたのに、今は隣に誰もいないことが寂しく感じられてしまう。

（……孤独に弱くなったなあ）

　いつの間にか、ユリウスがいて当然だと思うようになっていた自分に気が付き、苦笑した。

　だが、寂しかろうがなんだろうがお腹は空く。午後の授業を乗り切るためにも、栄養補給は必須だ。

　食事を始めようとサンドイッチの包装を解こうとしたとき、すっと影が落ちた。

「あらエレーナさん。今日はお一人？　殿方がいなくても大丈夫なのかしら？」

　顔を上げたエレーナの前に立つのは、数人の女子生徒だ。みな、エレーナを嘲笑うかのようにしている。

　こうして面と向かうのは久々だが、彼女らのことは今でも覚えている。

　在学時、数多の女子がエレーナのことを敵視し、尻軽だのなんだのと言っていた。中でもこの女子たちはエレーナを嫌い、直接嫌がらせをするようにまでなっていた。

　くすくすと笑いながらずいっと近づいてきたのは、栗色の髪をした女子だ。

（名前は……カーラだったかしら）

　彼女は子爵家の娘で、エレーナは伯爵家。家柄は格下のはずなのだが、堂々と嫌がらせをしてくる。彼女の後ろに控える女子生徒たちも爵位はエレーナより下だ。

（……今はユンカー家の後ろ盾もあるのに話しかけてくるあたり、よっぽど私のことが嫌いなのね）

　彼女たちも、エレーナが多くの男性と関係を持っていると勘違いをしている。全く身に覚えがないのに、この中の一人に「私の婚約者を奪った」と罵られたこともある。

　たしかに、自分だってユリウスを誘惑されたらいい気分はしないだろう。エレーナに怒るのも無理はない。……問題は、奪った覚えがないことだが。相手が誰だろうと、もれなく全員お断りしてきたはずだ。

　当時のことを思い出して苦笑いしていると、その態度が気に障ったのかカーラが声を荒らげる。

「ちょっと、なに笑ってるのよ！　私、見たんだから！」

「見たって、なにを……」

　そんなことを自信満々に言われても困ってしまう。エレーナのほうには、彼女を激怒させるようなことをした覚えはない。だから聞き返してみれば、カーラはさらに激昂する。

「昨日、殿下と一緒にいたでしょう!?　ユリウス様と婚約したっていうのに、まだ殿下に色目を使うなんて」

「誤解よ。殿下は困っていた私を助けてくれただけで……」

　カーラの言う通り、昨日はノアと一緒にいた。お互いに婚約者がいることも理解している。少しのあいだでも、彼と二人で行動をしたことを申し訳なく思う気持ちもある。軽率だったかもしれない。

　だが、そこに特別な意味などない。困っている者と、それを助ける王子。ただそれだけのことだった。

　あそこにいたのがエレーナでなくとも、彼は同じ行動をとっただろう。ノアの優しさは、誰にだって平等に向けられる。そのことはみな知っているはずだ。

　ノアを誘惑しようという気持ちなどない。そう続けようとしたが、遮られてしまう。

「言い訳しないで！」

　カーラが振りかぶった手がエレーナの腕に当たり、サンドイッチがべしゃっと地面に落ちる。包装は解いていないから、拾えばまだ食べられる。が、女子の一人にぐしゃりと踏みつけられてしまった。

　やってやったと言わんばかりににたにたする彼女たちを、きっと睨みつける。

「……あなたたち、いい加減にして。私には婚約者がいる。他の男性を求めたりなんてしないわ」

　男性を勘違いさせるような態度をとっていたことは、自分でもわかっている。けれど、こちらから誘惑したことなど一度もない。そもそも、向こうが近寄ってこなければいいのだ。

　その気はありませんの一言で引いてくれるなら、あんな演技をする必要だってなかった。

　だというのに、同性にまで目の敵にされて、ただ親切にしてくれるだけのノアとの仲まで疑われた。

　どうして私がこんな目に、という気持ちが生まれてしまった。

　エレーナとて、これまでずっと大人しくしていたわけではない。嫌がらせが始まってすぐの頃には、こうして抵抗もした。だが、だんだんとただ静かに受け入れるようになっていった。何故なら、抵抗すればもっとひどい目に遭うからだ。

　この数か月はユリウスに守られていたから、それを忘れてしまっていた。

　反抗的な態度が気に食わなかった女子たちは、エレーナの腕や髪を掴んで強引に噴水の前まで連れていく。

　相手が同性とはいえ、数人がかりで押さえつけられてしまっては抜け出すことはできなかった。

　カーラの合図に合わせて突き落とされそうになったが、

「エレーナ！」

　と男性の声が聞こえて、ぴたりと動きが止まる。

　聞き覚えのあるそれに顔を上げると、吹き出す水の向こう側に一人の青年がいた。青い目を見開き、呆然としている。

「ユリウス……」

　その姿にほっとするエレーナとは対照的に、女子たちはさあっと青ざめる。婚約者、それも王をも恐れさせる家の男を前にして、女子たちは言い訳もせず逃げていった。

　安心から足元がぐらついてしまったエレーナを、回り込んできたユリウスが支える。

「どうしてあなたが……？　今日は休みじゃ……」

「熱も下がったから、午後から出ることにしたんだ。それより、今のは……」

　エレーナを守るようにしながら、ユリウスは女子たちが逃げていった方向と自身の婚約者を順に見やる。

　ちょっと喧嘩しただけだと答えたが、彼は納得してくれなかった。

　ユリウスがエレーナの両肩に触れる。青年となった彼の手は大きくて、エレーナの細い肩など簡単に包み込まれてしまう。身長だってそうだ。離れ離れになったころはさほど変わらなかったのに、今では頭一個分ほど違う。

　逞しく成長した彼が、じっとエレーナを見つめる。

「……なにかがおかしいとは、思っていたんだ。エレーナ。なにがあったのか、ちゃんと聞かせてほしい」

　ユリウスの言葉に、エレーナの心が揺れる。

　所詮は過去のことだし、彼の邪魔をしたくもなかった。だから彼にはなにも話していなかった。これからも、それでいいと思っていた。

　けれど、心配げに自分を見つめる青い瞳を前にして、これ以上気丈に振舞うことはできなかった。助けてほしい。頼りたい。そう思った。






　中庭のベンチに並び、エレーナは彼に全てを打ち明けた。

　入学して少したってから、男子に追いかけまわされるようになったこと。その影響で、女子からも距離をおかれるようになったこと。

　二年生になってからはさらに激しくなり、先ほどのように明確な嫌がらせを受けるケースも増えたこと。

　自衛のために、男慣れしているかに見える態度をとるようになったこと。

　尻軽などと言われているが、本当は誰とも関係を持っていないこと。

　エレーナの話す言葉の一つ一つを、ユリウスは静かに聞いてくれた。

　とっくに昼休みは終わり、午後の授業が始まっている。午後だけでも出席したいからと登校したはずなのに、彼は席を立ったりしなかった。

「……ずっと、怖かった。いつか、取り返しのつかないことになるんじゃないかって。このまま誤解され続けるのかもって。でも、どうしたらいいのかわからなくて……」

　そう話すエレーナの声は震えていた。涙なんてとっくに枯れたはずだった。なのにどうしてか、ぽろぽろと雫が零れ落ちていく。

「……話してくれてありがとう。……つらかったね」

「っ……！」

　隣に座るユリウスが、優しく手に触れてくる。それからそっと握られて、大きな手に包み込まれた。その温もりに安心して、そばにいてくれることが嬉しくて、さらに涙が出てしまった。

　少し経つと、なんとか涙も収まってきた。これ以上は心配をかけられないと思い「もう大丈夫だから」と口にしてみれば、今度はぎゅっと抱きしめられた。本当はまだつらくてたまらないことを、見抜かれていたのかもしれない。

　彼とこんなにも接近したことはなかったから、びっくりして顔をあげる。

「ユ、ユリウス……？」

「……つらいときにそばにいられなくて、ごめん。でも、これからは俺がきみを守るから」

　今度こそそばにいさせてほしい。守らせてほしい。彼がそんな風に続けたから、再び視界が滲んでいく。

　エレーナからも彼の背に腕を回す。初めてぴったりとくっついた彼は、すっかり大人の男性になっていた。エレーナなど、彼の腕の中にすっぽりと収まってしまう。

　やっぱり、ユリウスはなにも変わってなどいなかった。

　今も昔も、エレーナのヒーローだ。






　落ち着いたころ、エレーナはずっと疑問に思っていたことをユリウスに尋ねた。

「……ねえ。帰国記念パーティーの日、どうして女の人たちを口説いていたの？」

　あの日の彼は、手当たり次第に女性を誑し込んでいるように見えた。だが、入学以降、そういった姿は見ていない。女性に声をかけられたときは笑顔で応えているが、それだけだ。

「あーあれは……。男慣れしている風に装っていたきみと同じような理由、かな……」

　彼が「はは……」と気まずそうに目をそらす。

　詳しく事情を聞くと、互いに遊び人を装っていたとわかったから笑ってしまった。

「それであんなことしてたの？　そんなキャラじゃないのに？」

「……そうだよ。ちょっと無理してた」

「あなた、どちらかというとぶっきらぼうだったものね」

　目をそらしながら手を差し出してきたり、差出人不明のまま贈り物してきたり……と彼との思い出を挙げていくと、ユリウスが不貞腐れる。

　エレーナが知るユリウスは、ちょっぴりツンとした男の子だった。けれど、優しさは十分すぎるほどに伝わってきていた。気遣いがバレバレなのに素直になりきれないところにも、きゅんとしたものだ。

　そんな彼が異国の地で努力していたことはわかっている。将来を見据えて、物腰柔らかな男になるべきだとも考えていたのだろう。

　けれど、軟派な男を演じている場面を想像するとおかしくてたまらない。

　しかしエレーナだって、彼をどうこう言えた立場ではなかった。

（……私にはなにも言わないのね）

　きみだって男慣れしているように装っていただろうと言われても、なにもおかしくはない。なのに彼はエレーナをからかったりせず、「そんなに笑わなくても」と肩を落とすだけだ。

　しょんぼりする彼が、なんだか可愛く見えてしまった。

　ユリウスに再会したあの日、自分の恋心は砕け散ってしまったと思っていた。こんな男との結婚はごめんだとも感じた。でも、今は違う。

　エレーナは赤い瞳を細めてユリウスを見つめる。その表情には、彼を愛おしく思う気持ちが宿っていた。

（……好き、だな）

　ずっと一緒にいたい。笑いあっていたい。この人の隣は誰にも渡したくないと思える。

　一方、エレーナの心境など知らないユリウスは今もむすっとしている。そんな彼に、えい、と思い切って身体を預けると、肩と肩がくっついたユリウスからは素っ頓狂な声があがった。ウブな反応が面白くて、エレーナは意地悪くにやにやと笑う。

「さっき、私のこと抱きしめたくせに。こっちからくっつくとそんなに驚くなんて、所詮は遊び人もどきね」

「あのなあ……」

　呆れているようだが、声色は優しい。離れろとも言ってこない。受け入れてもらえたと感じて気をよくしたエレーナは、もっと仕掛けてやろう、次は腕に抱き着いて……なんて考え始める。

　しかし、それは叶わなかった。

「あっ……」

　ユリウスの腕がすっと動いたからだ。拒まれたのかと思い、エレーナはしゅんとする。

（嫌だったのかな……）

　そう思ったのだが、彼の意図は違ったようだ。

「！」

　彼の腕の行き先は、エレーナの肩だった。肩を抱かれたかと思えば、続けて髪まで撫でられて硬直する。その手つきが、愛おしい存在に触れるもののように感じられてドキドキしてしまった。

「……遊び人もどきはお互い様だな」

　エレーナに触れたまま、ユリウスがくつくつと笑う。仕返しだとでも言わんばかりだ。

　からかわれたとわかってむーっとしていると、一瞬だけ、彼の顔が近づいてきて――。

「……？」

　おでこの近くに、なにかがそっと触れた。

　なんだろう、と思っているとユリウスがぱっと離れる。顔を赤くして口元を押さえる彼を見て、理解する。キス、されたのだ。

「～～っ！」

　つられてエレーナも顔を真っ赤にし、俯く。

　風が二人のあいだを通り抜けるが、どちらも顔が赤いままで熱が冷めそうにない。

　たったこれだけの接触でぎくしゃくしてしまう二人は、とても遊び人になど見えはしない。

　長年の両片思いを経て、ようやく進展し始めた初々しい婚約者たち。互いにそわそわと様子を伺っていると、ふと視線が絡む。

（もっと……。もっと、ユリウスに触れたい）

　互いに同じ気持ちだったのかもしれない。じっと見つめ合う二人が徐々に近づいていき……唇同士が触れそうになったタイミングで、チャイムが鳴る。
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「じゅ、授業！　午後の授業受けにきたんでしょ！」

　ハッとしたエレーナが立ち上がると、ユリウスも「ああ、そうそう！」と言いながら続く。

　まだまだウブな二人は、次の授業が始まるまでのあいだずっと無言だった。
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　その日の放課後、エレーナを噴水に落とそうとした女子――カーラたちが、一人の女子生徒に詰め寄っていた。

「ユリウス様は休みだって言ったのはあなたじゃない！」

「エレーナを押さえつけている場面を、ユリウス様に見られたのよ!?」

　口々にそう責め立てられた女子は、煩わしそうにため息をついた。

「……ごめんなさい。でも、午前中はたしかに休んでいたのよ。午後から出席してくるのは想定外だったわ」

　そう言われても、カーラたちの怒りは収まらない。だが、続く言葉に彼女らは同調し、団結した。

「それにしても……本当に嫌な女よね、エレーナって。殿方に媚びることしかできないのかしら」

　その場にいる全員が、エレーナを嘲笑った。

















第四章












　それから数日が経過した。学食で昼食をとるユリウスがぽつりと呟く。

「そもそも、おかしいんだよな……」

　ユリウスはテーブルに肘をつき、手の甲に顎をおいて物思いにふける。そんな彼の前で、エレーナは無邪気に首を傾げた。口に入っていた食事を呑み込むと、「なにが？」ときょとんとする。

「あーいや、こっちの話」

「ふうん？」

　それ以上追求する気はなかったのか、エレーナが再びフォークを動かしステーキを口に運ぶ。

　この日、初めて二十食限定のランチにありつくことができた。

　メインは牛ステーキなのだが、幻とまで言われる肉のため王立学院であっても入荷数が絞られてしまうそうだ。

　狙っている学生が多いうえ、提供されるのは週に一回のみとなかなかの激戦なのだ。

　売り切れが続いたとき、エレーナがこう話した。今になって思えば、空き時間の多い上級プログラムの学生が争奪戦で有利だったのかもしれない、と。

　二人も隙間時間はあるが、限定メニュー提供日はユリウスが午前の授業を追加してしまった。だから、三年制の学生たちと条件は同じだ。

　それでも今日は運よくありつけたが、確保できたのは一人分のみだった。そのため、エレーナとユリウスはステーキを分け合っていた。少々はしたなく思われるかもしれないが、婚約者なのだから問題ないだろう。

　ユリウスの前で、エレーナが顔を蕩けさせる。

「おいし～」

　レアメニューを口にする彼女はなんとも幸せそうだ。過去の在学時にも一度しか注文できなかったとかで、ずっと憧れていたらしい。

　それを知ったユリウスは、前に妙に張り切っていたのはそういうことか、と一人納得した。

（それにしても、呑気だな……）

　にこにこするエレーナの前で、ユリウスは小さく息を吐く。

　これまでの経緯を知った彼は、どうしたらエレーナを守ることができるのか、誤解を正すことができるのかと悩みっぱなしだ。

　だが、被害に遭った張本人はといえば、朝一番に「今日こそ限定メニューを勝ち取ろう」と提案してくるのんびり具合だ。

　最初はあえて元気に振舞っているのではと思ったが、どうやらそういうわけでもないらしい。ユリウスは一つの可能性に思い当たり、苦い気持ちになった。

（慣れ、か……）

　きっと彼女は、ああいった出来事をいちいち引きずっていられないほどに慣れ過ぎているのだ。エレーナがこれまでどんな思いをしてきたのか、どういった扱いを受けてきたのかを想像し、胸を痛めた。

　聞けば、噴水に落とされそうになった前日にも、なにやら勘違いをした男に迫られたのだという。そのときは第三王子・ノアに助けられたという話だが、今度はそれが原因で女子にやっかまれたようで、頭を抱えたくなった。

（こんなの、もう離れられないだろ……）

　自分がそばにいるときは、彼女は笑っている。目に見える形で被害に遭うこともない。そうとわかっていて、好いた女性を一人ぼっちにできる男がいるだろうか。

（これからは、俺がそばにいる。もう、あんな目には遭わせない）

　そう決意するユリウスをエレーナがじいっと見つめる。様子を伺うような視線に気が付いて「なに？」と声をかけると、彼女はおずおずと口を開く。

「……食べないの？」

　そわそわとなにか期待しているようだ。ステーキと自分を交互に見てきたから、彼女がなにを言いたいのか察することができた。食べないならちょうだい、といったところか。

「……ダメ。あげない」

　そう告げると、ユリウスもフォークを手にし、自分の分の肉を口に運ぶ。もしかしたらもらえるのではと期待していたエレーナは、「ああ～」と残念そうな声を出した。

　そんな彼女を眺めながら、ユリウスはぱくぱくとステーキを食べ進めていく。

　彼女のことは可愛いと思っているし、これからめいっぱい愛したいとも考えている。つらい思いをさせた分、大事にするつもりだ。肉ぐらい譲ったっていい。けれどユリウスは、エレーナのこういった表情も好きだった。

「もっと食べたかった……。でも、ユリウスの分だし……」

　しょんぼりする彼女に見せつけながら食べる幻の肉は、大変美味だった。

（これで悪女は無理がある……）

　悲しむエレーナの前で、ユリウスはそんなことを思ったとか。






　昼食を終えたユリウスは、婚約者とともに午後の授業を受けながら思考を巡らせる。

　先日、エレーナを噴水に突き落とそうとしていた女子たちは、みな彼女より家柄が低かった。

　いくら学院内だとはいえ、格上となるエレーナにあんなことをするなんて、やはりおかしいのだ。普通の感覚をしていたら、エリセ伯爵家の怒りを買うのが怖くて手を出せないはずだ。

（そうなると、おそらく……。裏にいるんだろうな。それ以上の家柄の人間が）

　たとえば、王家や公爵家。そういった者が裏で手を引き、実行犯たちの後ろ盾になっているとしか思えない。

　エレーナの話や昨日の状況からして、首謀者は下級生だろう。そうなると、人数は限られる。

　在学中の王族は第三王子のノア・ラメールのみで、公爵家の者は五人に満たない。学生を扇動できるほどの力を持つ者は、このぐらいか。おそらくこの中に、悪意を持ってエレーナを傷つけようとする者がいる。

　心当たりについては、それとなく本人にも確認済みだ。しかし、「ほとんどの女子は私のことが嫌いだから……」と悲しそうにされるだけで、特に収穫はなかった。

（……最も力があるのはノアか。在学中にもエレーナを助けたって聞いてるけど、探りをいれるにこしたことはない）

　ユリウスは、エレーナいじめの首謀者を突き止めるつもりだった。

　見つけ出し、追い詰める。そして、今後一切エレーナに手出しをしないと約束させ、彼女が安心して暮らせるようにするのだ。

　彼は隣に座るエレーナを横目で見やると、小さく息を吐いた。

（本人には……言わなくていいか）

　つい先日、無理をして倒れたことを叱られたばかりだ。すっかり回復したが、犯人探しを始めるだなんて言えば「休めって言ってるのに、バカじゃないの？」と怒られてしまうだろう。

　こっそり処理して、片付いてから話せばいい。そう考えていた。

　だが、自分が動くあいだエレーナを一人にするわけにもいかない。かといって、本人が隣にいる状態で聞き込みなどしたところで、正直に話してもらえるとも思えない。

　どうしたものかと悩んでいるうちに授業が終わり、エレーナとともに教室を出た。これが本日最後の授業だった。三年制の学生たちとも終業時間が重なったため、すれ違う人の数も多い。

　ここからは、それぞれ寮で過ごしたり部活動に勤しんだりと自由に過ごすことになる。

（とりあえずは、エレーナを寮まで送り届けよう。動くのはそのあとだ）

　そう考えて進んでいくと、視界の端にある生徒の姿を捉えた。第三王子、ノア・ラメール。容疑者の一人だ。

　ノアはベンチに腰掛け、銀髪の女子となにやら談笑している。女子のほうは、彼の婚約者のアネット・アデールだ。二人がいることに気が付いたエレーナが「アネット様だ」と言ったから、間違いないだろう。

　じっと見てしまったからか、彼もこちらに気が付く。ノアは柔和な笑みを浮かべると、アネットを伴ってこちらに向かってきた。

　怪しいと睨んでいる人物に接近されたユリウスは、少々身構える。一方、ユリウスの警戒など知らないノアは朗らかだ。

　少し照れたように笑うノアに「お茶でもどうかな」と誘われ、ユリウスは思わず頷いてしまった。

　学内の喫茶店で、四人は同じテーブルにつく。それぞれドリンクを注文し終えると、ノアが最初に口を開いた。

「ユリウス、もう大丈夫なのかい？」

「はい。しっかり休ませていただきました」

　そう答えるユリウスの隣で、エレーナが「しっかり……？」とじとっとユリウスに視線をやる。彼が欠席したのは、倒れた翌日と翌々日の午前のみだ。

　十分に休んだとはいえない状況だったため、「どこがしっかりなのよ」という気持ちがエレーナから漏れていた。だが、ユリウスが早くに復帰したのは自分のためだとも感じているようで、強くは出てこなかった。

　ユリウスもエレーナが心配してくれていることを察し、「本当に大丈夫だから」と笑ってみせた。頑丈さには自信があるのだ。






　そんな二人の前でノアは微笑む。ユリウスがいれば、エレーナはもう心配いらない。そう思えたからだ。

　ノアはずっと、一人きりのエレーナを気にかけていた。先日エレーナを助けることができたのも、彼女を見かけた際には見守るようにしているからだ。

　だが、今の彼女はひとりぼっちなどではないようだ。王子の自分の前だというのに、ユリウスとエレーナは「無茶しすぎなのよ」「これからはもっと気を付けるって」となにやら揉め始めている。

「仲がよさそうで、よかったよ」

　ノアが朗らかにそう言えば、二人はぱっと言い合いをやめる。恥ずかしいようで、エレーナが頬を赤らめた。

「ちょっと、殿下にみっともないところを見せちゃったじゃない」

「先に突っかかってきたのはそっちだろ」

　今度は小声になったが、距離が近いためノアにもばっちり聞こえている。

（……本当に仲がいいんだなあ）

　聞こえないふりをしながらも、ノアは微笑ましく二人を見守った。

　この国の王子として、ノアはそれぞれの家の関係を把握している。エレーナとユリウスが幼馴染なことも確認済みだ。

（幼馴染で、婚約者で……。五年も会ってなかったのに仲もいい。羨ましいな）

　そう思いながらも、ノアはちらりと隣へ視線をやった。

　彼の隣にいるのは、アネット・アデール公爵令嬢だ。長く美しい銀の髪が印象的で、どこかクールな印象を与える。

　彼女と婚約してから十年近く経つ。知り合ったのはそれよりも前だから、ノアにとってアネットは幼馴染でもある。

　ノアから見たアネットは、しっかり者で頑張り屋さん。王太子になる可能性もある男の婚約者として、己を磨き続けていた。

　穏やかといえば聞こえはいいが、気弱なところもある自分を叱咤してくれたこともある。

　ノアはそんなアネットのことが大好きだった。

　しかし、アネットが自分をどう思っているのかはよくわかっていない。

　この婚約だって、まだ幼いノアから望んだことだった。

　王子の自分に求められれば、断ることもできない。彼女の意思に反した婚約なのではと不安になることもある。

　今日のように学院内では一緒に過ごすこともあるが、それもやはりノアから声をかけることが多い。

　アネットは、ノアに対してあまり感情を表に出さない。笑顔を見せてくれることもあるが、どこか他人行儀なままだ。

　王子の婚約者として、隙を見せないよう振舞っているのだとわかってはいる。特別扱いを求めてこないのは、自分の立場に配慮してのことかもしれない。

　そうだとわかってはいても、少し寂しいのも事実だった。

　静かに澄ましたままのアネットの隣で、ノアは寂し気に微笑む。

　彼の正面では、エレーナとユリウスが「バカ」「きみには言われたくない」と白熱し始めている。

　素の自分を見せられる二人が、羨ましく思えた。

　在学期間が重なっていたため、エレーナのことは少し知っているつもりだ。だが、留学していたユリウスのことはよく知らないままだった。

　権力争いに加わる気のないノアは、兄たちのように辺境伯の嫡男である彼を味方につけようとはしていなかったのだ。

　エレーナと婚約したと聞いて、どんな人なのだろうと思っていたのだが、学院にやってきたユリウスはエレーナにつきっきりだ。

　きっと、危険な目に遭いがちな彼女を心配しているのだろう。今もなにやら言い合ってはいるが、ユリウスの表情や口調は優しい。

　彼の青い瞳には、婚約者に対する確かな愛情が宿っているように見えた。エレーナに「バカ」と言われることを楽しんでいるふしすらある。

「……ユリウス。きみはエレーナさんのことが大好きなんだね」

「……はい!?」

　ふふ、と笑ってそう言うと、ユリウスは食い気味に反応する。慌てた様子だが、「違う」とは言ってこない。

　エレーナのほうはといえば、

「へえ～？　大好きなんだあ？」

　とにやにやしている。「そうなんだ？」と婚約者に指でつつかれたユリウスだが、やはり否定はしない。

　ユリウスが耳まで真っ赤にし、俯く。図星といった雰囲気だった。彼が黙ってしまったものだから、エレーナも焦り始める。

「ちょ、ちょっと。冗談よ、じょう、だん……」

　ユリウスに続き、エレーナも視線を下げた。

　彼女としては「そんなことない」とでも返されると思っていたのだろう。なのに彼がこんな反応をしたからか、つられて照れ始める。

　静かになってしまった二人だが、ふと、ユリウスが顔を上げこほんと咳払いする。

「あ、あー……。殿下。先日は、エレーナを助けていただいたそうで……。エレーナとは親しくしてくださっているのですか？」






　喫茶店に来てからずっと痴話げんかしている状態だったユリウスだが、エレーナを守る、首謀者を見つけ出すという目的を忘れたわけではない。

　王子のノアと、公爵令嬢のアネットはともに首謀者の可能性がある。どちらにも、タイミングを見て探りをいれようと思っていた。

　ノアについては、なんとなく評判を聞いている。誰に対しても優しいそうだが、目が合っただけでお茶に誘われるとなると、ノアはひときわエレーナのことを気にかけているのかもしれない。

　けれど疑いは晴れず、エレーナとの仲について直球で尋ねてみると、

「婚約者のきみの前で、親しいとは言いにくいな。……僕は、王子として当然のことをしているだけだよ」

　とノアは答えた。

　エレーナはといえば、何故か誇らしげにうんうんと頷いている。まるでノアのファンのようだ。

「殿下にはこれまで何度も助けられました。本当にありがとうございます」

「気にしないで。僕にできることをしているだけだから」

　小さく頭を下げるエレーナに、ノアは微笑んでみせた。

　ユリウスはてっきり、自分が不在のあいだ、エレーナの味方は誰もいなかったものだと思い込んでいた。だが、助けてくれる者もたしかにいたようだ。……あくまで、表向きの話だが。

　ユリウスはすっと立ち上がり、深くお辞儀をする。

「殿下。エレーナを助けていただいたとのこと、感謝いたします。私が不在にしていたせいで、彼女にはつらい思いをさせてしまいました。これからは私がエレーナを守りますので、どうかご安心ください」

　守るという言葉に、エレーナはさらに顔を赤く染め上げた。

「ちょ、ちょっとなにいってるのよ！　守るとか、もう……！」

　恥ずかしくてたまらないのか、エレーナはそっぽを向く。だから、自分が冷たい目をしていることに気が付かれずに済んだ。

「……エレーナを傷つける者は、私が許しません」

　顔を上げたユリウスは、静かに、けれどはっきりとそう告げた。

　在学中のエレーナを助けてくれたことには感謝している。だが、表ではいい顔をして裏では悪事を働いているなんてことはいくらでもある。

　ユリウスの中で、ノアはまだ容疑者から外れていなかった。もちろん、その隣にいるアネットもだ。

　この言葉はユリウスなりの牽制でもあった。

　ユリウスは目の前の二人をじっと見つめ、反応を確認する。

「……そっか。エレーナさんは愛されているんだね」

　ノアは変わらず穏やかに微笑んでいる。その瞳には安堵の色が浮かんでいて、ユリウスに対して怯えるような様子はなかった。

　エレーナが「あ、愛!?」とうろたえているが、今は気にしていられない。

　そして、彼の婚約者・アネットはというと――。

「っ……」

　どこか気まずげに視線をさまよわせていた。

　ノアのように微笑めとまでは言わないが、なんの関係もない者がそんな反応をするだろうか。すぐに澄まし顔に戻ったが、ユリウスは一瞬の違和感を見逃さなかった。

　おそらく、アネット・アデールはなにか知っている。首謀者だとは限らないが、女子な分、自分やノアよりも同性間のいじめに詳しいだろう。

（……この二人から、なにか聞き出せるといいんだけど）

　しかしエレーナが隣にいる今は動きにくい。せっかくのチャンスだが、次のタイミングを狙ったほうがいいだろう。

　そう考えながらも着席するユリウスに、ノアが話しかける。

「ユリウス。あとで少し話があるんだけど……。いいかな？」

「え、ええ……」

　ユリウスが頷いたことを確認すると、ノアは朗らかに笑った。






　喫茶店を出たユリウスは、エレーナを寮まで送り届ける。その後、寮に入ることはせず校舎へ戻った。

　何故自分だけ呼び出されたのかはよくわからないが、好機だ。

　なにかしら情報を掴んで見せると意気込み、ノアとの待ち合わせ場所に向かう。

　ノアに指定されたのは生徒会室だ。彼は生徒会長でもあるため、この部屋を使う権限があるのだろう。

　人払いをしたのか、辿り着いた先にはノアしかいなかった。

「急に呼び出してごめんね」

　ちょっと困った風に笑う彼が頬をかく。「いえ」と短く答えてから、ノアに促されて着席した。

　彼は少し迷う様子を見せてから、話し出す。

「……エレーナさんのことで、話があったんだ」

「！」

　まさかそちらから切り出してくるとは、とユリウスの青い瞳が見開かれる。

「きみももう知っていると思うけど、エレーナさんはこの学院で苦労していてね」

「……はい」

「少しでも安心できればと、僕なりに気を付けて見るようにはしていたんだけど。それでも、守り切ることはできなかった。王子として申し訳なく思うよ」

「殿下……」

　ノアが目を伏せる。彼の中に、エレーナへの悪意があるようには見えなかった。

　先ほど彼女を寮まで送った際、どこか興奮した様子のエレーナにノアがどれだけいい人なのかを聞かされていた。

　婚約者のユリウスがちょっとむっとしてしまうぐらいの慕われっぷりで、それだけエレーナに信頼されるノアが悪事を働いているとは考えにくくなった。

　加えてこの状況だ。ユリウスの中で、ノアへの疑いが晴れつつあった。

「……僕がずっとそばにいるわけにもいかないからね。きみがいてくれるとわかって、安心した。エレーナさんのこと、よろしく頼むよ」

「はい」

　ユリウスはたしかに頷いた。真剣な瞳をしていたノアだが、少し表情を崩して苦笑する。

「……って、僕に言われるまでもないか。守るって、はっきり宣言してたからね」

　後半は、にこーっといい笑顔で言われた。改めて指摘されると気恥ずかしくて、ユリウスは「うっ……」と渋い顔になった。

（わざわざこれを言うために呼び出しを……？）

　エレーナのことを気にかけてくれるのはありがたい。だが、目的がこれだけだとは思えない。「彼女をよろしく」と言うぐらいなら、エレーナ本人がいるときでもよかったはずだ。

　ユリウスの疑問を感じ取ったのか、ノアは少し目をさまよわせた後、口を開く。

「あと……きみに聞きたいことがあって」

「聞きたいこと、ですか」

　ノアはすっと立ち上がると、ユリウスのすぐそばまでやってきて耳に顔を近づけた。

「……自然体で過ごす秘訣？」

　ノアの言葉をそのままオウム返しすると、彼はこくりと頷く。心なしか頬が赤くなっている。今は二人きりだというのに内緒話のようにしてきたことからも、相当気恥ずかしいのだろう。

　詳しく聞けば、彼はアネットとの仲について悩んでいるという。そこで、幼馴染と婚約した点が共通するユリウスから、話を聞きたかったとか。何故自分に聞くのかとも思ったが、今までこれといった繋がりがなかった分、相談しやすいのかもしれない。

（まあ、親しい相手には逆に話しにくいかもな……）

　なるほどこっちが本題かと納得する。これはたしかに、アネットやエレーナがいるときに切り出すことはできない。

「秘訣……と言いましても……」

　たしかに、素の自分で過ごせているとは思う。だがそれは、遊び人だと互いに勘違いし合い喧嘩をしていたという経緯があってのものだ。

　本当のことを話すのはやや気が引ける。だが、ノアだってこんなこと相談しにくかっただろう。エレーナを守ってくれた人が、恥を忍んで己を選んでくれたのだ。

　ユリウスは腹を括り、エレーナと再会してからの出来事を語り始めた。






「なるほど……。お互いに勘違いして……」

「参考にならず、申し訳ありません」

　いたたまれなくなって、ユリウスは「はは……」と苦笑する。

「すれ違うことがなければ、俺は彼女に対してもっとかっこつけていたと思います」

　幼い頃からずっとずっと大好きだった相手なのだ。何事もなければ、きっと自分をいいように見せようと振舞っていた。エレーナと口論しながら戯れることなど、なかっただろう。

　正直に話したが、これではなんの役にも立たない。そう思っていたのだが、ノアはふむ、と考える様子を見せている。

「すれ違ったからこそ、か……」

「……実践しないでくださいね？」

「はは……」

　わかっているとはっきり答えてもらえなかったため、本当に大丈夫なのかと少し心配してしまった。

　だが、弱みともいえる部分を彼がさらしたことで、ユリウスの中でノアに対する好感度は上がっていた。

　幼馴染に懸想する者同士、結束のようなものすら感じつつある。

（……殿下になら、話してみてもいいかもしれないな）

　今度はユリウスが、ノアに相談する番となった。

　エレーナを傷つけようとする者を見つけ出し、嫌がらせをやめさせたい。けれど、彼女を一人にするわけにもいかず、どうしたものかと思っている。

　……本当は、「やめさせたい」どころか制裁を加えてやりたいと思っているのだが、物騒なことは言わないでおいた。

　ユリウスが話し終えると、ノアは「なるほど」と頷く。

「……本当にエレーナさんのことが大切なんだね」

「っ……。はい……」

　この場にはノアしかいない。そして彼には、自分の想いはすっかり見抜かれている。誤魔化す必要もなかったから、若干言いよどみつつも肯定した。そんなユリウスを見て、ノアは嬉しそうに微笑んだ。

「そういうことなら、僕も協力するよ。きみが不在にするときは、僕がなるべくそばにいるようにする。ただ……二人きりの時間が多すぎると……」

「それは、たしかにそうですね……」

　二人揃って視線を下げる。

　今度は王子を誑かしたとでも言われてしまいそうだ。実際、少しのあいだであってもエレーナがノアと共にいた場面を見られ、女子に詰め寄られたという話も聞いている。

　ノアの方も、さらにエレーナが追い詰められる可能性があるとわかっていたから、これまで深入りできなかったのかもしれない。

　どうしたものかと悩むユリウスだったが、ふと、思いつく。

「……アネット様も誘ってみてはいかがでしょう」

「アネットを？」

「はい。殿下とアネット様の距離が近づく機会にもなるのではないかと」

　にこやかにそう伝えれば、ノアは少し考える様子を見せてから、

「彼女にも聞いてみるよ」

　とはにかんだ。

　生徒会室を出て、二人は軽く手を振り合う。こうして、男同士の作戦会議は終了した。

　これから聞き込みをするつもりのユリウスは、ノアとは反対方向に進んでいく。日が沈み始めているが、まだ寮に戻っていない生徒もいるだろう。

　少しでも早く、真相に近づきたかった。

（……アネットをエレーナに近づけることが、いい方に影響するといいけど）

　ノアとエレーナを二人きりにするわけにはいかなかったのも、アネットとの仲を応援したかったのも事実だ。だが、他にも狙いがあった。

　第三王子と、その婚約者の公爵令嬢。その二人がエレーナのそばにいれば、三人の関わりが深いのではと思う者もいるはずだ。

　アネットが間接的にでもエレーナへのいじめに関与していたとしても、二人がともに過ごす姿を見て、和解したと思う者も出てくるかもしれない。

　彼らは、エレーナのそばにいるだけで他の学生を牽制できる。自分も含めた三人が味方であると周囲に思わせることができれば、効果は絶大だろう。

　アネットを誘うよう言い出したのは、女子への牽制効果を狙ってのことだった。

　こうしてユリウスはノアにエレーナを託し、単独で動く時間を手に入れたのだが……。男たちの狙いなど知らないエレーナは、新たな悩みを抱えることになった。







＊＊＊








（……私、お邪魔じゃない？　絶対邪魔だよね？）

　四人でのお茶会から一週間ほどが経った。その日のエレーナは、ノア・アネットと昼食をともにしていた。

　なにか調べ物があるとかで、ここ最近のユリウスはどこかへ行ってしまうことが増えた。

　最初に「今日は一緒にいられない」と言われたときには寂しく思ったが、代わりにこの婚約者二人と過ごすよう言われたものだから驚いた。

　エレーナを心配し、代役を立ててくれたのであろうことはなんとなく理解している。

（いやだからって殿下って！　しかもアネット様まで！）

　食堂のテーブルを三人で使いながらも、エレーナはくうっと苦悶の表情を浮かべた。

　たしかに、ノアが自分を守ってくれたとユリウスにも話した。学生時代に交流がなかったユリウスにもすぐに信用されるなんて、流石はノアだとも思う。

　だが、相手は王子だ。いくらユリウスが力のある家の生まれだからと、こんな頼みごとをしていい相手ではない。

　食事を口に運びながらも、「殿下になんてお願いしてるのよ！」と内心で毒づいた。

　そして、自分たちにまきこまれた形になるノアとアネットはといえば、なんだかぎくしゃくしていた。

「アネット。今日は天気がいいから、食事のあと少し散歩でもしてみない？」

「……殿下が望まれるのでしたら」

「……ありがとう」

　少々控えめな、けれど穏やかな笑顔で話しかける王子と、つんと澄まし事務的に答える婚約者。そんな態度に寂しそうに微笑む王子様。

　エレーナの目には、頑張って距離を縮めようとする男性と、婚約者だという義務感だけで対応している女性のように見えた。

（殿下がこんな苦労を……）

　ノアとはこれまでにも交流があったが、こんな姿を見たことはなかった。普段の彼は、あくまで王子としてふるまっていたのだろう。しかし婚約者を前にした彼は、一人の青年にすぎないようだ。

　彼は王族だから、もちろん政略結婚だ。だがそうであっても、婚約者との仲を深めたいと思っているのだろう。対照的に、アネットはそれを望んでいないように思えた。

　積極的に話しかけるノアと、どこか冷たいアネット。ユリウスが不在になるたび、こんな光景を見ることになっている。

　その後はノアの提案通り校内を散歩したが、状況は変わらない。正直、いたたまれなかった。みなに好かれる王子が空回りしている場面を見続けるのは、なかなかつらいものがある。

　それに、婚約者たちとともに行動するのも気が引けた。

（居づらいっ……！）

　だって、どう考えたって自分は邪魔だ。ノアに対して気持ちがないように見えるアネットだって、エレーナが近くにいるせいで感情を抑えている可能性だってある。

　二人のおかげで、ユリウスがいないあいだも嫌な思いをせずに済んではいる。けれど今度は別の悩みが生まれてしまった。

　一度、二人から離れようとしたこともあったのだが、ユリウスに頼まれているからとノアに止められた。王子にそう言われてしまっては、エレーナは頷くことしかできない。

　その間、アネットは相変わらず無言だった。エレーナにいていいとも、二人にしてほしいとも言ってこない。

（アネット様が一言『嫌だ』と言ってくだされば……！）

　そんなことを考えるようになる始末だった。

　さらに数日が経過したころ、アネットが来る前にノアにこんな質問をぶつけてみる。彼女も生徒会の一員なうえ、三年生となった今は女子生徒たちの代表のような存在でもある。本来、エレーナに付き合うほど暇な人物ではないのだ。

「あの、殿下はアネット様のこと……」

　他人の恋愛事に首を突っ込むべきではない。けれど、もう気になって仕方なかった。おずおずとそう聞いてみれば、ノアは困ったように微笑む。

「……大好きなんだ。でも、なかなかうまくいかなくて」

「殿下……」

　みんなに好かれる彼が、しゅんとした表情を見せた。今このときは、第三王子ではなく「ノア」という個人と話している気がした。

　ノアとアネットが幼い頃から婚約していることは、この国では有名だ。もちろんエレーナも知っている。自分はユリウス一筋だったから関係なかったが、他の女子たちの嘆きだって聞いたことがある。

　エレーナにとってノアは恩人だ。自分だけでは危なかったであろう場面を、何度も救ってもらっている。

「きみたちみたいに、仲良くできるといいんだけど」

　寂しそうに微笑むノアを見て、今度は自分が助けになれないだろうか、彼と婚約者との仲をなんとか応援できないだろうかと思った。

「……アネットは、僕のことをあまり好きではないのかもしれないね」

　ノアが俯く。心なしか、声にも元気がないように感じられる。

　アネットは、ノアのことをどう思っているのだろう。ノアの言う通り、彼女は婚約者にあまり興味がないように思える。

　けれど、本当だろうか。ノアは魅力的な人物だ。ユリウスという存在がなかったら、自分だって彼に憧れていたかもしれない。恋愛感情を抜きにすれば、ノアのことが好きだし、慕ってもいる。

　なのに、彼を一番近くで見ていたはずの婚約者が、ノアのことをなんとも思っていない？　そんなことがあり得るのだろうか。

（殿下のことをこれっぽっちも好きにならないなんて、逆に難しいんじゃ……）

　婚約者がいる身ではあるが、そう感じた。ううーんと悩んでいると、

「殿下。エレーナさん。お待たせしました」

　そんな言葉とともに、背後からアネットが現れる。今まさに話題にしていた人物の登場に、エレーナからはおかしな声が出てしまう。

「ひゃあっ!?　あ、アネット様……」

　どきどきしながら振り返った先のアネットは、いつもと変わらず涼しい顔をしている……と、思っていた。

（……あれ？）

　目があった瞬間、ほんの少しだけ、アネットがその端正な顔を歪めたように見えた。だがすぐにいつも通りの無表情な彼女に戻る。

　一瞬の出来事ではあったが、エレーナはその違和感を見逃さなかった。彼女から発せられた雰囲気が、自分に嫌がらせをする女子たちが放つ敵意によく似ていたからだ。

「や、やあアネット。早かったね」

　ノアはぎこちない笑顔を浮かべながらアネットを迎え入れた。話の内容が内容だったから、彼も驚いてしまったのだろう。

　ノアとアネットが並び、エレーナはその少し後ろを進む。一度だけ振り返ったアネットの瞳には、やはり敵意が宿っていた。






　その日の授業を終えて寮に戻ったエレーナは、ベッドに身を預けながら天井を見つめた。

（もし、私が殿下の婚約者だったら）

　そんなことはあり得ないが、もし自分がアネットの立場だったらと思考を巡らせてみる。

　相手は第三王子で、兄が二人いるが王太子となる可能性もあり、自身も王太子妃となる覚悟をしておかなければならない。このあたりは、辺境伯の嫡男と結婚することになるエレーナだって無関係ではない。プレッシャーがないといえば、嘘になる。

　さらに、ノアは誰にでも優しい。王子としてみなに手を差し伸べる。けれどそのことに妬いたり、わがままを言ったりしてはいけない。

　自身に置き換えてみると、なかなか苦しい。口説いているわけではないとわかっても、ユリウスが他の女性に笑顔を向けているだけで、今だってちょっと嫉妬してしまうというのに。

　そして、今日アネットが見せた表情。そこには、嫉妬や怒りがあるように思えた。

　ここのところ三人で行動することが多かったが、あんな感情を向けられたことはない。ノアと二人でいるところを見られ――さらには彼が彼女に対して気まずげな反応をした今日が初めてだ。

　ノアのことをなんとも思っていなかったら。他の異性と秘密の話をしていても、全く気にしないなら。あんな態度をとるはずがない。自分だって、ユリウスのことが大好きだったからこそ、他の女性を口説くような場面を見てショックを受けたのだ。

（アネット様は、ご自身と殿下の立場を気にして、距離をとるようにしているだけなんじゃ……）

　怒るのも、悲しいのも、好きだからこそだ。

　自分とユリウスのあいだで起きたことのように、もしかしたら、ノアとアネットもすれ違ってしまっているのかもしれない。

（……なら、力になりたいな）

　ノアはエレーナにとって恩人だ。アネットも、多忙なはずなのにこちらのわがままに付き合ってくれている。

　そんな二人の仲をなんとか取り持ちたい。自分にできることなどないかもしれないが、そう思った。






「……と、いうことで。私は殿下とアネット様の恋の協力者を目指すわ」

「ああ、うん……。いいんじゃない……？」

　翌日の放課後、エレーナはユリウスとともに寮に向かいながらそう宣言する。今日はユリウスと一緒なのだ。いい考えだと思ったのだが、ユリウスの反応は芳しくない。

「なによ。あなただって、協力したいと思ったからアネット様も誘うよう言ったんじゃないの？」

「それはそうだけど……」

　ユリウスは首を傾げるエレーナからそっと目をそらす。素直に応援できない理由が、彼にはあった。

　ノアにエレーナを任せているあいだ、彼は学院内でいじめについての調査を進めていた。

　最初はなかなか口を割ってもらえなかったが、根気よく話をしようとするうちに、何人かの女子がこれまで見聞きしたことを教えてくれるようになっていた。

　どうやら、女子の中にもエレーナへの仕打ちを快く感じていない者がいたようだ。

　彼女らの証言に、共通するものがあった。フリーデ・ブラントという男爵令嬢がエレーナは悪女だと話していたというのだ。多くの女子がエレーナのことを悪く言うが、「フリーデから聞いた」と話す者が多いらしい。

　フリーデはアネットの取り巻きの一人だ。留学していたためにこちらの事情には疎いところのあるユリウスだが、それぐらいは把握している。

　現状ではフリーデが噂の発生源だと断定することはできないが、フリーデをコントロールできる立場にあるアネットも怪しいことになる。アネットが命じれば、取り巻きたちはエレーナを貶めるための行動をとるだろう。

　さらには、四人で話した日の違和感も覚えている。なにか後ろめたいことがあるような態度だった。

　ユリウスの中で、アネットこそが主犯だという疑惑が膨らみ始めていた。

　だがエレーナはといえば、どうしたらノアとアネットの仲を取り持つことができるだろうなんて呑気なことを言い始めている。

（言い出しにくいな……）

　応援しようとしている相手こそが、きみを害した者かもしれない。だから、心を許さないほうがいい。そう伝えたい気持ちもあるのだが、好いた女性の笑顔を曇らせたくなかった。なにより、まだ疑惑の段階だ。

（……どちらにしろ、アネットがなにか知ってるか）

　これまで、フリーデを含めた取り巻きたちの話はあれど、アネットについてはなにも聞けていない。自分が容疑者から外れるよう、注意深く取り巻きを使っているのか、それとも本当に関与していないのか……。

　アネットに関しては不明な点が多いが、取り巻きたちは加害者でほぼ確定だ。ならば彼女もなにかしら知っているだろう。

　アネットが主犯なのであれば、脅してやめさせる。取り巻きたちが勝手にやっていることなら、彼女を通じてとめる。

　ノアに対して申し訳ない気持ちがありつつも、ユリウスはアネット・アデールを問い詰めることを決めた。

















第五章












（そのつもり、だったんだけどな……）

　なかなか思い通りにはいかないものだと、ユリウスはため息をついた。

　今日は週末だ。寮暮らしの彼らだが、放課後や休暇日には学外へ出ることも許されている。入学後も、エレーナと学院周辺の飲食店などに行ってみたものだ。

　元の予定では、この週末にアネットを呼び出すつもりだった。自然な流れに任せていては、彼女と話すタイミングがなかったのだ。

　そう考えていたのだが、どうしてか、アネットも含めた四人で国立公園に遊びに来ている。

　王都の中心部に近い位置にあるため、学院からそう距離はない。馬車で一時間ほどだろうか。

（なんでダブルデート……）

　思わず渋い顔をしそうになるが、こうなった理由はわかっている。ノアとアネットを応援すると決めたエレーナが「四人で行きませんか」と提案したからだ。

　ノアたちだけで行かせておけよと思いながらも、愛しい人に「ユリウスも一緒にいこ？」とおねだりされてしまっては、断ることはできなかった。

　エレーナとしては、なかなか進展しない二人をこっそりサポートできればとでも思っているのだろう。まあ、気持ちはわからなくもない。……相手がアネットでなければ、自分も乗り気だったかもしれない。

　おそらく、彼女がこうして「友人たち」とおでかけをするのは相当に久しぶりなのだろう。公園に着いてからのエレーナはわかりやすくはしゃいでいて、可愛らしい。

「みてみてユリウス！　アヒルがいる！」

　声を弾ませたエレーナが池を指さす。たったそれだけのことで喜ぶ姿が愛らしくて、「これぐらい、いつでも来てやるよ……」という気持ちになっていた。

　きゃっきゃと楽しそうなエレーナだが、ノアとアネットをサポートするという目的も忘れていないようだ。

　ボートに乗りたいと言い出したかと思えば、二人ずつで分かれましょうと婚約者同士を組ませる。

　たしかに四人は定員オーバーだし、二組に分かれるならこの組み合わせが妥当だろう。アネットと自分が二人きりになるわけにもいかないし、男同士で乗るのもなんだか違和感がある。

　エレーナはノアとアネットをボートに押し込むと、ユリウスのほうへ戻ってくる。ノアたちが出発したことを見届けたエレーナは、よし、と意気込んでオールを握った。

「じゃあ、私たちも行くわよ」

「あ、きみが漕ぐんだ」

　ユリウスはてっきり、こういう場面では男が船を漕ぐものだと思っていた。実際、先に行った二人のほうではノアが奮闘している。

（かっこいいとか、すごいとか言ってもらえると思ってたんだけどな……）

　期待した展開とはちょっぴり違ったが、やる気にみなぎる彼女からオールを奪い取るのも気が引けた。あとで交代すればいい。そう思い、エレーナの好きにしてもらうことにした。

「あれ？　あれえ……？」

　しかし、エレーナが必死に手を動かしてもボートはほとんど動かない。ちょっぴり動いたとしても、まっすぐは進まず回転してしまう。結局、ろくに移動できないままエレーナがばててしまった。

「……代わるよ」

「うん……」

　素直に交代する彼女からは、哀愁が漂っていた。

　そのあとは、エレーナに「すごい！」「速い！」と言ってもらえることが嬉しくて張り切ってしまった。予想以上に楽しくて、時間を忘れそうになったぐらいだ。時折エレーナがノアとアネットを探していたため、二人の世界に突入せずに済んだ。

　エレーナに合わせて彼らへ視線をやったとき、アネットはきょろきょろと辺りを見回していることが多いように見えた。

（……なにか探してるのか？）

　そんな風に感じられた。

　何度かエレーナに交代し、進まないねと笑いあう。そんなことをしているうちに、ボートの貸し出し時間が終わりに近づいていく。

　乗降場所に近づくと、ノアたちは既にボートから降り始めているところだった。

　待たせるわけにはいかないと少しばかり急いでボートをとめる。ユリウスが先に降りて、エレーナに手を貸す。「ありがとう」と自然に手をとってもらえたことが嬉しかった。

「殿下！　アネット様！」

　ボートから降りたエレーナは、ほくほくの笑顔で二人に駆け寄っていく。彼女に楽しんでもらえたのだと思うと、こちらまで気分が上昇する。

　温かな気持ちでエレーナの後ろを進んでいたユリウスだが、エレーナが立ち止まったことに気が付き、彼女を追いこして覗き込む。

「エレーナ？」

　何事かと思い、彼女の視線の先――ノアとアネットを見てみると、その理由が理解できた。

（なんでそうなるんだ……？）

　二人の間に、婚約者同士とは思えない緊張感が漂っていたからだ。正確にいえば、ノアは戸惑っていて、アネットは彼と目を合わせることもせず険悪な雰囲気を作り出している。

　少々気まずく思いつつも、ユリウスとエレーナは彼らに合流する。

「あ、あの、少し休憩でもしませんか？」

「ああ、いいな。そうしようか。殿下たちもよろしいですか？」

　エレーナがおずおずとそう提案したから、ユリウスもそれに乗っかった。ノアは頷いてくれたが、アネットからの返事はない。しーん、と気まずい空気が流れた。その沈黙をやぶったのは、アネット自身だった。

「……三人でお茶にしてください。私は少し散歩してきます」

「待って、アネット」

　立ち去ろうとするアネットにノアが追いすがるが、彼女は冷たく「一人にしてください」と返すのみだ。

「っ……」

　拒絶されたことがショックだったのか、ノアは立ち尽くす。こんな空気の中で悪い気もするが、ユリウスはアネットと話すなら今がチャンスかもしれないと考えた。

（代わりに話を聞くふりをすれば、俺が行ってもあまり不自然じゃないか……？）

　だが、ユリウスよりも先にエレーナが飛び出した。

「アネット様、私もご一緒します！」

「……一人にしてほしいと言いましたよね？」

「ですが、お一人では危険ですし……」

　半ば無理やりアネットの隣を歩くエレーナが、ちらりと男二人を振り返る。「任せて」とでも言いたげに小さく手を動かすと、アネットとともに進んでいった。

　残されたユリウスはといえば、どうしたものかと悩んでいた。

　現状、アネットは最も怪しい人物だ。二人きりにすべきではないし、エレーナへの態度も見ておきたい。だが、「アネット……」と小さくこぼすノアを置き去りにもしにくい。

　考えた末にユリウスが出した答えは、

「……女性二人にするのも危ないので、こっそりついていきませんか？」

　だった。






　こうして、男二人が女性たちのあとをつける状況が生まれた。

　一定の距離を保っているため、女性陣のほうはまだ気が付いていない。

　アネットの隣を歩くエレーナは、不機嫌オーラ漂う公爵令嬢に怯みそうになりながらも、おそるおそる彼女に話しかける。

「あの……。なにかあったんですか？」

「なにかって？」

　普段からクールなアネットだが、その声色はいつもよりもずっと冷たい。しかし、二人の仲を応援すると決めているエレーナは、ここで引くことはできなかった。

「たとえば、ボートに乗っているあいだの会話とか……」

　すたすたと進んでいたアネットだが、その言葉にぴたりと歩みを止める。それから、くるっと振り向くと、きっとエレーナを睨みつけた。

「……殿下が、あなたの話をしたのよ」

「私、の……？」

　思わぬ返しに、エレーナはぽかんとする。

「あなたの力になってほしいと言われたわ。殿下に気にかけていただくなんて、いいご身分ね」

　アネットはエレーナを冷たく見やり、そう吐き捨てた。そこには確かな敵意が宿っていた。そうして言い放ったあとに、ハッとする。気まずいのか、エレーナから目をそらした。

「アネット……様……」

　呆然とするエレーナの前で、アネットは居心地悪そうに下を向いた。このまま気まずい空気が流れ続けるのかと思いきや、続くエレーナの口調は明るかった。

「やっぱり、殿下のこと……!?」

「……はい？」

　両手で口元を覆い、赤い目を輝かせたエレーナの前で、今度はアネットがぽかんとした。






「そうですよね。殿下のことが嫌いだなんてこと、ありませんよね！　みんな殿下を慕っていますから！　かくいう私も殿下のファンのようなもので……。あっ、もちろん、アネット様と殿下のあいだに入り込もうなんて考えていませんよ！　私には、その……ユリウスがいますから……」

　公園内のベンチに腰掛ける女性が二人。エレーナとアネットだ。エレーナは大変盛り上がった様子だが、アネットは言葉数も少なく俯きがちだ。

「ちが……そういうわけじゃ……」

　ぷるぷる震えるアネットが否定の言葉を口にしても、エレーナはおかまいなしだ。友達のいない三年間を過ごした彼女は、初めてのコイバナに浮かれ気味だった。

　女子同士、こういった話をすることに憧れていた。でも、叶わなかった。エレーナにとっては、長年待ち望んだ機会でもあったのだ。

「殿下を慕う気持ち、わかります」

「だから、違うって言って……」

「でも、殿下はみんなの王子様ですから、私が婚約者だったら複雑な気持ちにもなりそうです。やっぱり、アネット様もそうだったのでは!?」

「も、もうやめて……」

　しかし対人経験の乏しさから、エレーナは相手が羞恥に震えていることに気が付かないまま話を続行させている。公爵令嬢という立場ゆえか、ここまで切り込まれることのなかったアネットはたじたじだ。

　最初こそ狼狽えていたアネットだったが、だんだんと怒りがわいてきたようだ。いきなりずけずけと踏み込まれたのだから、無理もないだろう。しびれを切らした彼女が、はーっと怒気まじりのため息をついてからこう口にする。

「……ああもう！　そうよ。私は殿下のことが好き。それでいい？」

「や、やっぱり……！」

　エレーナが「はわわ……」と自身の口に手をあてた。

（やっぱりそうよね、両想いよね……！）

　だからアネットは自分に対して怒りを見せたり、ボートから降りたとき不機嫌になったりしていたのだ。

　せっかく二人きりだというのに、他の女の話をされたら嫌な気持ちになるのも理解できる。

（殿下には、気を付けたほうがいいって言わなきゃかもしれないわね……）

　そんなことを考えていると、アネットがすっと席を立つ。

「アネット様？」

　エレーナが当然のようについていこうとすると、その気配を感じたアネットがばっと振り返る。

「もういいでしょ？　いい加減にして！　一人で散歩してくるって言ったでしょう！」

　強い口調でそう言うと、ささっと歩き去ってしまう。その姿は、これまで学院で見てきた落ち着いたものと違い、拗ねて怒った女の子のようだった。

　公爵令嬢の怒りを買ったエレーナはといえば、

「アネット様……お可愛い……」

　ときゅんとしていた。

　男子二人も彼女らの様子を見ていたものの、会話の内容までは知らないままだ。






（なんなのよ、あの女……）

　今度こそ一人になれたアネットは、らしくもなくずんずんと乱暴に歩みを進めていた。

　アネット・アデールは、エレーナ・エリセのことが嫌いだった。

　入学してすぐのころは、なんとも思っていなかった。男子も女子も妙に騒いでいるな、まあたしかに綺麗だけど、ぐらいの感覚だったはずだ。

　しかし、エレーナとノアが話す場面を見てからはそうもいかなかった。

　スレンダーなアネットとは反対に、エレーナは凹凸がはっきりしていて色っぽい。自分はノアに対して素直になれないのに、彼女は可愛らしい笑顔を見せる。

　スタイルがよく愛嬌もある美人を前にして、ノアもまんざらでもないように思えた。

　王子であるノアは誰にだって優しい。エレーナもそのうちの一人に過ぎないとわかっている。けれど同性から見ても目を引く容姿の女性が相手となると、「もしかしたら」と思ってしまった。

　ノアは、エレーナのような女性が好きなのでは？　婚約者の自分ではなく、エレーナがいいのでは？

　そんな風に思うようになっていた。だから、ノアに近づかないでほしかった。……可能であれば、この学院からいなくなってほしかった。エレーナのことが嫌いで仕方なくなっていた。

　エレーナのことが本当に憎かった。人の婚約者を奪う最低な女だと敵視していた。けれど、ここ最近ではその気持ちも徐々に変化し始めていた。

　実際に話してみると彼女は無邪気で、可愛らしい少女のようだったのだ。

「……」

　ちらりと後ろを振り返るが、エレーナがついてきている気配はない。なんとか撒けたのだろう。エレーナがいないことを確認すると、小さく息をはく。それから、少しだけ口角を上げた。

「なんなのよ、ほんと……」

　ふと顔を上げると、周囲には木々が広がっていた。この公園には、森の中の散歩道といったエリアがある。いつの間にかそこまで進んでいたのだろう。

　ノアたちをおいてきてしまったが、せっかくだからもう少しだけ歩こう。そう思い、さらに奥へ進んでいく。エレーナに自分の気持ちを知られてしまった今、すぐに戻るのはなんだか気恥ずかしい気持ちもあった。

　どうしよう。戻ったらなにを話そう。ノアにも素直に謝るべきだろうか。そんなことを考えながら歩いていたアネットだが、どこからか女性の声が聞こえて辺りを見回す。

「……誰？」

「……ット様。アネット様、私です」

「フリーデ……」

　森の中からすっと姿を現した女性は、アネットの友人の一人・フリーデだ。突然のことではあるが、驚きは少なかった。

　今朝、寮を出る前に四人で公園に行くと友人たちに話してあった。その際、フリーデが「エレーナを監視する」と息巻いていたから、どうせ来ていると思っていたのだ。

　ボートに乗っているときも、フリーデがどこからか見ているかもしれないと思ってきょろきょろしてしまった。三人から離れようとしたのだって、先にフリーデを見つけ出したい気持ちがあったからだ。

　ここにいるからには、フリーデは宣言通りエレーナを見張っていたのだろう。先ほど二人で話していた場面もどこかから見ていたようで、「なにもされてませんか!?」と心配された。

「あのね、フリーデ……」

　エレーナのことは、もう敵視しなくていい。そう伝えるべきかどうか迷って、視線を下げる。しかしフリーデは、アネットの変化に気が付くことなく、「あ、そうだ！」と得意げに胸を張った。

「アネット様！　この前、エレーナに男をけしかけてやったんですよ！『あの女はあなたに気がある』『婚約者がいるから動けないだけ』『迎えにいってあげて』って教えたら、喜んで向かっていって……」

　アネットの表情が凍りついた。だがフリーデのお喋りはとまらない。

「日頃の行いが悪いと、そういう話もあっさり信じられちゃうんですね！」

　以降も、女子を焚きつけた、アネットとノアが困っていると話したら女子たちはすぐにエレーナを責めにいった、といった話が続く。

　なんの悪気もなく、自信満々に放たれる言葉たち。まるで、自分に正義があるとでも思っていそうな話しぶりだった。

　目を輝かせるフリーデに、アネットはなにも返すことができない。

　学院に入ってからの二年ほど、こんなことが続いていた。アネットの友人たちは、エレーナに嫌がらせをしている。アネットはその報告を「やめなさい」とも「よくやった」とも言わずに聞いてきた。

　入学して間もないころ、アネットは友人――取り巻きといったほうが正しいか――に、「エレーナがノアを誑かしている」と話してしまった。ちょっとした愚痴のつもりだった。本気でエレーナがノアを誘惑しているとまでは思っていなかった。

　けれど、友人たちはただの愚痴で片付けてはくれなかった。アネットは、王子の婚約者で公爵令嬢だ。ちょっとした発言であっても、彼女の言葉には人を扇動する力があった。

　アネットの取り巻きは、エレーナをアネットの敵だと認識した。アネットの後ろ盾があるからと、いじめはどんどんエスカレートしていった。他の女子たちも、その動きに同調した。ある意味、アネット・アデールこそがエレーナへのいじめの発生源だったのだ。

　よくないとは思っていた。報告されるたびに、なんと返事をすればいいのかわからなくなっていた。なのに、止めはしなかった。

「そう……。そうなの」

　アネットが歪な笑みを浮かべる。

　いい気味だと、思ってしまっていた。

　エレーナのことが嫌いだったから。自分が指示したわけではなく、周りが勝手にやったことだから。自分の一言でいじめがなくなるとわかっていても、何も言わなかった。

「アネット様！　私はずっと、アネット様の味方ですからね！」

　フリーデがぎゅっとアネットの手を握る。アネットは、自身の心臓がどくどくと嫌な音をたてていることを理解しながらも、曖昧に笑ってみせた。

　もうエレーナに嫌がらせをしなくていい。そう伝えようと考えていた気持ちは吹き飛び、全能感に脳が溶けていった。自分の一言でこんなにも人が動く。場を支配できる。暗い喜びが身体に満ちていくのがわかった。

　しかし、一気に現実に引き戻される。

「へえ、そうやって取り巻きを使ってたのか」

「……！」

　いつから近くにいたのか、どこからかユリウス・ユンカーが現れたからだ。

　エレーナとアネットが別れたあと、ユリウスは今度は自分から話すと言ってアネットを追いかけた。

　ボートに乗っている際、彼女がきょろきょろとなにか探していることも気になっていた。そうしてついてきてみれば、フリーデと密会している場面に出くわして今に至る。

　アネットも、ユリウスが自分の周囲を嗅ぎまわっていたことは知っていた。だからこそ、怪しまれる可能性を減らしたくてフリーデを探し出し、早く帰るよう伝えるつもりだったのだ。

　アネットは、まずいことになったと唇を噛む。ユンカー家を敵に回すべきではない。自分は関係ないと主張せねば。なんとかしてこの場を切り抜けようと焦るアネットの隣で、フリーデが吠える。

「取り巻きじゃない！　お友達よ！」

「ああそう」

　ユリウスが笑い飛ばすが、フリーデは気に入らないようでさらに食って掛かる。

「なによ！　婚約者に浮気されてるくせに！」

「浮気？　エレーナが？　誰と？」

「あの女、殿下を狙っているでしょう！」

「へえ？　誰から聞いたんだ？」

　ユリウスは、フリーデから自分の名前を引き出そうと誘導している。そう理解したアネットがフリーデをとめようとしたが、彼女は自信満々に決定的な一言を言い放ってしまう。

「アネット様から聞いたのよ！」

「ふーん」

　ユリウスの青い瞳が、冷たくアネットを見据える。いつから話を聞いていたのかわからないが、もうごまかしは通用しないだろう。

「アネット様はおっしゃったわ！　エレーナは殿下を誘惑していると！　あの女は人の婚約者を奪う悪女なのよ！」

　フリーデが勇気ある告発のようにそう言うが、ユリウスは乾いた笑みを浮かべるのみだ。

「ユリウス様は留学していたから、あの女の本性を知らないのです！」

「はは。本性、ね。三年間……いや、学年が違うから二年か。そんな期間しかエレーナのことを見てないお前たちが、俺よりも彼女のことをよく知っているとでも？」

　彼の声も瞳も、ひどく冷たい。静かな怒りが威圧感となって、アネットを突き刺す。

　ユリウスがエレーナを大事にしていることは、学院中の皆が知っている。ノアとともにエレーナのそばにいたアネットも、もちろん理解していた。

　そのユリウスに、自分たちがエレーナを貶めていたことを知られてしまった。二人が婚約した今となっては、エレーナに手を出すのはユンカー家に喧嘩を売るのと同じことだ。

　自分はもう、彼の怒りに触れている。最悪、家同士……いや、国内の衝突に発展する恐れすらある。そんな事態にならないよう、なんとかしてこの場を収めなければ。王家や公爵家とユンカー家の衝突は、絶対に避けなければならない。

　そのためには、まずはフリーデを黙らせる必要がある。このままでは、いまひとつ状況を理解していない彼女が余計なことを言うだけだろう。

「……フリーデ、もうやめなさい」

「ですが……！」

「やめろって言ってるの！　とにかく、黙りなさい。今後、エレーナさんに関わることも禁止します」

「アネット、さま……？」

「……迷惑だったのよ。頼んでもいないのに、余計なことをして」

　アネットがフリーデから顔を背ける。そうだ、こんなことをしろとは言っていない。自分が指図したわけでないとわかれば、ユリウスの怒りから逃れることができるかもしれない。そう思っての発言だった。

　まさかの言葉に、フリーデは足元をぐらつかせる。フリーデは、アネットが自分たちを肯定していると思っていた。アネットに喜んでもらうため、彼女を支えるためにエレーナに嫌がらせをしていた。なのにどうして、アネットはこんなことを言うのだろう。

「だって、エレーナは悪女だって。殿下を奪おうとしているって。アネット様が。だから、制裁しなくちゃって……」

　迷惑。余計。大好きな人に、そんなことを言われるとは思ってもみなかった。あまりのことに、フリーデはその場から逃げようと走り出す。

「待て！」

　だが、その先にエレーナがいると知っているユリウスが彼女をとめる。暴れるフリーデは、ユリウスに羽交い絞めにされた。






「これは、いったい……」

　ノアはなかなか戻ってこない二人を追いかけてきていた。

　立ち尽くすアネット。暴れるフリーデ。それを押さえるユリウス。そんな三人を見て呆然とする。予想もしなかった光景を前に言葉を失った。

　その後ろからエレーナもやってきて、驚きに目を見開いている。

「どうしたの、ユリウス……。アネット様……。遅いから、探しに、きた、んだけど……」

　憎い相手の登場に、フリーデがばっと顔を上げて金切り声をあげた。

「……あなたが悪いのよ、エレーナ・エリセ！」

「私、が……？」

「あなたがアネット様から殿下を奪おうとするから！」

「な、なんの話……？」

　エレーナには身に覚えがなく、戸惑う。しかしフリーデは敵意をむき出しにしたまま、ふーっ、ふーっと息を荒くしている。エレーナに向かっていこうとするから、ユリウスがフリーデを押さえる力を強めた。

　そんな中、ノアが一歩前へ踏み出す。先ほどまで動揺していたことが嘘のように、彼は落ち着いていた。

「……ユリウス。アネット。フリーデ。説明してくれるかな」

「はい。殿下」

　返事をしたのはユリウスのみだった。しかしユリウスは、「その前に、少しいいですか」と前置きしてエレーナを見やる。

「……エレーナ、きみは離れていてもいい。あまり気分のいい話じゃない。後で報告するから、この場は俺に任せてくれないか？」

「え……」

　ユリウスに優しくそう伝えられて、エレーナは戸惑う。先ほどのフリーデの様子からして、彼女が相当に自分を嫌っていることが窺えた。ユリウスの言う通り、彼に任せるべきなのかもしれない。しかし、エレーナは首を横に振る。

「ありがとう、ユリウス。でも、ここにいるわ。……何があったのか、私も知りたいから」

「……そっか。わかったよ」

　怖いけれど、自分もここに残って話を聞くべきだと思った。なんだか、とても重要なことのような気がしたのだ。ユリウスはどこかつらそうにしながらも、エレーナの意思を尊重してくれた。

　ユリウスは、自分がここで見聞きしたことを語った。推測も交えていたが、それらが全て正しかったため、アネットはなにも言えず俯いた。ユリウスが話す間、騒いでいたのはフリーデのみだ。

　フリーデはユリウスに割り込む形で、「エレーナが悪い」「アネットは自分の恩人だ」「アネットがいたから今の自分がある」「アネットを傷つけたエレーナを許さない」と自身の思いを吐露する。






　フリーデ・ブラント男爵令嬢は気弱な少女だった。だからか、子供たちが集まるパーティーなどでは他の女子にいじめられてばかりいた。

　もうこんな場所には来たくない。友達なんていらない。そう思い始めていたのだが、ある日を境に彼女の世界は一変する。

　その日のフリーデも、同年代の女子に囲まれていじめを受けていた。

　執拗に転ばせようとしてくるから、せっかく父が用意してくれたドレスも泥だらけだ。

　なんとか逃げようと立ち上がるが、引っ張られて、また転んで。それを何度か繰り返したころには、抵抗する気力を失ってしまった。

　頭上からは、くすくすと自分を嘲笑う声が聞こえる。

「ねえ、このあとどうする？」

　既にぼろぼろだというのに、まだいたぶろうとしているのがわかった。

　自分はもう、こういった扱いから抜け出すことはできない。こんなことがずっと続いていく。フリーデは諦めとともに目を閉じた。

「あなたたち、いい加減になさい」

　女子たちに追い詰められていたフリーデの耳に、凛とした声が届く。顔を上げた先には、腰まで届く銀の髪をなびかせた美しい少女がいた。

　彼女こそが、まだ十歳ほどのアネット・アデール公爵令嬢だった。

　男爵家のフリーデからしてみれば、雲の上の存在だ。話しかけることなどできず、遠目で見ることしかできなかった。

　そのアネットが、今、自分の目の前にいる。フリーデを嘲笑っていた女子たちも、公爵令嬢の登場に戸惑っているようだった。

　アネットの瞳がすうっと冷たく細められ、女子たちに向けられる。

「……前々からやりすぎだと思っていたのよ。淑女としての自覚があるのなら、ただちにおやめなさい」

　静かな、けれど威圧感のある声だった。女子たちはさーっと逃げていき、その場にはフリーデとアネットだけが残された。

「あ……」

　ありがとうございます。そう伝えなければならないのに、口をぱくぱくとさせるだけで上手く声が出ない。

　こんなことだからみんなに嫌われてしまうのかもしれない。アネットも例外ではないかもしれないと思い、俯いた。

　でも、彼女はそんなこと気にしていないようだった。

「もう大丈夫よ。フリーデさん」

　優しく微笑んで、手を差し伸べてくれた。

　以降もアネットは、仲間外れにされがちなフリーデを気にかけてくれた。自分のグループにいれてくれた。

　アネットが味方になってくれたから、もういじめられることもない。それどころか、王子の婚約者の「友人」として一目置かれるようになった。

　フリーデにとってアネットは恩人で……。女神のようにすら映っていた。

　彼女が王子の婚約者として努力していることだって、少しは知っているつもりだ。彼女が疲労でふらつく場面や、厳しく叱責される姿も見てしまったこともある。男爵家に生まれた自分などでは到底考えられない場所に、彼女はいる。

　アネットがそれだけ頑張る理由はただ一つ。婚約者の第三王子ノアを愛しているからだ。はっきりと聞いたことがあるわけではないが、そばにいればわかる。

　アネットはいつだってノアを目で追っている。ノアが他の女性と話しているとき、少し寂しそうな顔をしていることもある。

　いつしか、アネットの想いが報われることを願うようになっていた。

　王立学院に入学すれば、二人がともに過ごす時間も増える。だから、ノアとの距離も縮まるかもしれない。そう、思っていた。なのに、学生になったアネットは悲し気にしているではないか。






　ユリウスが話しを終えたころ、フリーデが叫ぶ。

「アネット様、私……。あなたを傷つけた女を絶対に許しません！　あなたを守ります！　今度は、私があなたを……」

　女神を守る騎士になったような気持ちだった。きっと、アネットもそれを歓迎してくれる。そう思っていた。

「もうやめて！」

　耳をつんざくような声が響く。アネットのものだ。

「うんざりだったのよ！　エレーナに水をかけただの、男に襲わせただの報告されて……。私が一度でもそんなことをしろと命令した!?」

「あ……。わた、しは……」

　フリーデががくりと崩れ落ち、地面に膝をつく。

「私は、ちょっと愚痴を言っただけ！　いじめろなんて一言も言ってない！　余計だったのよ、あんたのやることは！」

　フリーデの瞳に涙がたまっていく。アネットももう止められないのか、再び彼女を否定しようと口を開きかけて、とまる。

「……でも、止めなかったんだろ？」

「っ……」

　ユリウスが二人のあいだに立ち、冷たく言い放ったからだ。凍てつくような視線を向けたまま、彼はこう続ける。

「……たしかに、指示はしていなかったのかもしれない。でも、一言『やめろ』と言えば済んだ話だよな？　エレーナが傷つくのを見て、いい気味だとでも思ってたんじゃないか？」

「それ、は……」

　反論できず、アネットが俯く。

「……止める力があるのに静観した。自分が原因だとわかっているのに、放置した。俺からすれば、あんたがやったも同然だよ。アネット・アデール」

　そうユリウスが詰め寄ると、ノアが「待って」と割り込む。

　ノアは、自分にも非がある、アネットが思いつめてしまったのは自分の配慮が足りなかったからだとアネットを庇った。たしかにそうかもしれない。

　ノアとアネットのすれ違い。アネットに他者を扇動する力があったこと。周囲が暴走したこと。色々な要因が重なって、こういった事態を引き起こした。しかし、ユリウスの怒りは収まらない。

「……どんな事情であろうとも、エレーナの三年間はもう戻らない。広まった悪評だって、簡単には覆らない。殿下がどう言おうとも、俺はアネットを許すつもりはありません。アネットを庇うなら、殿下とて容赦はしません」

「……そう、だよね。エレーナさんが苦しむことになったのは、僕たちのせいだ」

　ノアもそれ以上は何も言えず、俯いた。






　フリーデは膝をついてむせび泣き、顔面蒼白になったアネットをノアが支える。ユリウスは、彼らに依然として怒りを向け続けていた。

　そんな状況の中、学生生活を壊された張本人のエレーナはおろおろしていた。

（え、そういうことだったの!?　殿下と私の仲を怪しんだアネット様がちょっと愚痴を言ったら、それが拡大解釈されて、どんどん広がって収拾がつかなくなって……みたいな!?）

　嫌がらせが本格化したのは、アネットたちが入学してからだ。タイミングは合っている。フリーデを始めとするアネットの友人たちが他の学生を扇動していたとなると、色々と納得がいく。学院の者たちがエレーナを狙うよう、噂を流していたのだろう。

　ユリウスたちのやりとりを聞いて、エレーナは自分があんな目に遭うことになった理由を理解した。

　こんな話を聞いたのだ。通常であれば、怒りや悲しみで泣いたり、アネットたちを責めたてたりしていただろう。

　だが、意外にもそうはならなかった。何故なら――。

「エレーナは俺の婚約者だ。ユンカー家としても、このまま黙っているつもりはない」

　ユリウスがアネットたちへ冷たく言い放つ。エレーナの代わりに、ユリウスが怒り狂っているからだ。自分より怒っている人がいるために、妙に冷静になってしまった。

　とはいえ、彼は暴れたりはしていない。ただ、迫力がすごい。兵を率いて国に反旗を翻すのではと思ってしまうぐらいに、黒いオーラが出ている。

　エレーナは彼の優しさばかり向けられてきたから、こんなにも怒りを露わにし、家の力をちらつかせる場面を見たことがなかった。

　彼の気持ちは嬉しい。それだけ自分を大切に思ってくれているのだとわかる。アネットたちを許せないという気持ちもある。けれど、だ。

（私のために内紛はちょっと……！）

　ユリウスをとめないと、本当に争いが始まってしまいそうだった。エレーナは、まず自身の婚約者を宥めることにした。

「ユ、ユリウス？　そこまでしなくても大丈夫だから。ね？」

「けど……」

　そっと彼の肩に触れる。振り向いた彼から強大な威圧感は消えていたが、納得はできていないようだった。

（……私を守ろうとしてくれるところは、相変わらずね）

　そんな彼のことが大好きだった。とてもありがたいけれど、力を持つ彼に武器をとらせないよう行動していかなくちゃ、とも思った。とりあえず、ユリウスは一旦落ち着いてくれた。次はアネットたちだ。

「一度、私からもアネット様たちに話をさせてくれる？」

「……わかった」

　そう言えば、彼は頷いてくれた。だが、フリーデたちが襲い掛かりでもしないかと不安なようで、エレーナの隣にぴったりくっついている。

　エレーナは目を閉じて何度か深呼吸し、なにを話すべきか整理した。

　彼女たちの勘違いや愚痴から、こんな事態に発展してしまったのだ。もちろんショックではある。なんてことをしてくれたのかとも思う。一歩間違えれば、取り返しのつかないことになっていた。謝るだけで済みはしない。

　けれど、幼馴染に恋する者として、自分を助けてくれた人を慕う者として、アネットとフリーデの気持ちも少しだけ理解できる気がした。

　エレーナの赤い瞳が、まっすぐに前を向いた。

　ノアとアネットには、二人でもっと話をしてほしいと伝えた。この問題の根っこにあるのは、両想いなのに互いに遠慮していた彼らのすれ違いだ。この点を解消しなければ、アネットは今後も苦しむことになり、ノアも自信が持てないままだろう。

「……それから、フリーデさん」

　エレーナはフリーデの前にしゃがみ込む。涙を流す彼女はびくっと震えた。おそるおそる顔を上げたフリーデと、エレーナの目が合う。責められるとばかり思っていたフリーデの想像に反して、エレーナは優しい瞳をしていた。

「あなたは、アネット様のことが大好きなのね」

「……！」

「ちょっとわかる気がするわ。私も、ユリウスにずっと助けられてきたから。もしユリウスが誰かに傷つけられたら……あなたと同じことをしたかもしれない」

「エレーナ……さん」

　フリーデがアネットに対して抱く感情に、エレーナも覚えがあった。

　もちろん、フリーデは間違ってしまったと思っている。けれど、自分を救ってくれた人をヒーローのように思う者同士、共感できる部分はあった。

　エレーナがすっと立ち上がり、今度はユリウスに向き合う。

「だからユリウス、少し時間をくれない？　私に提案があるの。怒るのは、それが守られるかどうかを見てからにできないかしら」

「……提案？」

　エレーナがこくりと頷く。

「……アネット様。フリーデさん。私はずっとつらい思いをしてきたわ。危ない目にも何度も遭った。ユリウスがあれだけ怒るのだって、無理もない。家同士や国との関係の悪化もあり得るわ。でも、そうなる前にできることがあると思うの」

　アネットは怯えながらもエレーナを見つめる。フリーデも、エレーナの言葉に耳を傾けた。

「私に関する悪い噂を流したのは、あなたたち。なら、それを払拭するのも二人の役目だと思うの。残りの在学期間と、卒業後。その両方を使って、私が悪女だという誤解を解いてください。それができたら、学生時代の間違いということで済ませるわ。どうかしら？」

　エレーナが微笑んだ。しかし、少しだけ厳しい表情も見せる。

「でも、もしも約束が守られなかったときは……。私はもう、ユリウスをとめない」

　原因がすれ違いや思い込みなら、それを正せばいい。拗れてしまったものを、もう一度繋ぎ直せばいい。そのうえで、自分たちの行いの責任をとってほしい。だから、一度だけでもチャンスを与える。これが、今のエレーナが考えることのできる措置だった。

　アネットとフリーデ、そしてノアはエレーナの提案を受け入れ、彼らは学院での生活に戻っていく。

















第六章












　公園での一件から、数週間ほどが経過した。

　この日の朝も、エレーナとユリウスは女子寮前で合流する。

　二人が受講していたのは半期のプログラムだ。学期が切り替わる時期だから、この生活も終わりに近づいている。三年制の学生たちが使う寮を通り過ぎ、校舎に向かう。すると、すれ違う女子生徒たちが「エレーナさんとユリウス様よ！」と色めき立つ。

（慣れないなあ……）

　そう思いながらもエレーナが軽く手を振ると、女子たちは綺麗に並んですっと頭を下げた。まるで家来のようだ。

　アネットとフリーデはあの日の約束をしっかりと守っていて、早急に待遇改善がなされた。一週間も経つ頃には、エレーナを見てひそひそと話す者などいなくなっていた。代わりに今では多くの女子がエレーナを慕っている。

　これはアネットが「ユンカー家を抑えてくれたのはエレーナ」「彼女がチャンスをくれなかったら国が分断されていたかもしれない」「彼女に感謝すべき」と他の学生たちに話したからだ。

　さらにはノアも「エレーナさんのおかげだ」と言い出したものだから、敵だったはずの者たちが「エレーナさんありがとう！」と讃えてくるようになっていた。

　男子だって、よこしまな考えを持つ者はもう近づいてこない。むしろ怯えている勢いだ。

　詳細こそ聞いていないものの、エレーナとユリウスもどんなやりとりがあったのかはなんとなく察していた。

「流石は殿下とアネット様ね……」

　女子におはようと返しながらも、エレーナが苦笑する。

　ユリウスはまだ複雑だが、愛する人がこれでいいと言うのなら、争いは避けようと考えている。

　朝の登校時、授業と授業の合間、昼休み。どの時間帯でも、扱いは似たようなものだ。

　今日など、アネットの友人たちに学食の二十食限定メニューをプレゼントされてしまった。そこまでしなくていいと言ったのだが、「少しでもなにかさせてほしい」と言い募られてしまって折れた。

（ありがたいけど……。これはこれで大変ね……）

　今回は二人分用意されたから、半分こはしなかった。食事を終えてユリウスと学食を出ると、その先にはある女子生徒が立っていた。

「フリーデ、さん？」

「エレーナさん……」

　彼女が悪評の払拭に尽力していることは知っていた。だが、気まずかったようでエレーナの前には姿を現すことはなかった。だから、フリーデが自分を待っていたことに少し驚いてしまった。

　元気のない彼女とともに、木陰へ移動する。「どうしたの？」と尋ねると、彼女はぽつぽつと話し始めた。

　エレーナのことを悪い人だと思っていた。悪女への制裁だから、自分は悪くないと考えていた。こちらに正義があるとまで感じていた。恩人であるアネットの力になれていると思えて、心地良かった。

　嫌がらせをしているとき、そんな気分だったのだという。懺悔にも近い言葉を、エレーナは静かに聞いていた。ユリウスは時折顔をしかめたが、今は自分の出番ではないからと怒りを抑えた。

「……でも、違いました。あの日、わかったんです。エレーナさんは悪女なんかじゃないって。私がやっていたことは……ただのいじめだったって」

　自分自身もいじめられていたのに。そこをアネットに救ってもらったのに。自分の暴走で、アネットまで加害者にしてしまった。大好きなアネットを巻き込んでしまった。攻撃されるつらさを知っていたはずなのに、同じことをしてしまった。

　そう続けた彼女の瞳からは、ぽろぽろと雫がこぼれ始める。

「……エレーナさん。今まで、本当に申し訳ありませんでした。あなたの学生生活を……その先の暮らしまでも壊したのは、私です」

　フリーデは、嗚咽まじりに深々と頭を下げた。その言葉が事実だったから、エレーナは彼女になにも言うことができなかった。






　後日、フリーデが退学するという噂が二人の耳に届く。

　ユリウスはそれでいいと思っていたが、エレーナは違った。

　退学届けを用意するフリーデの部屋まで突撃し、阻止した。そして、私との約束を守ってほしい、まだ達成されていないと説得した。

　そのときのフリーデは、涙を瞳いっぱいに溜めて「ありがとう」「ごめんなさい」と繰り返した。

　それから二人が話す機会が増えていき、お互いに卒業が近づくころには「エレーナお姉さま」と慕われるようになっていた。……大事な人を傷つけられたユリウスは、やっぱりちょっと気に入らないが。






　ノアからも、アネットとのことについて時折報告を受けるようになった。他の者がいるときは相変わらずクールだが、二人きりになると笑顔を見せてくれるようになったそうだ。

　互いに好き合っていたとわかった。もうすれ違わないようにする。王子としてみなを守り続けるが、自分の特別はアネットだと示したい。……デート中に他の女性の話をしないようにする。などなど。

　最後に関しては「気を付けてくださいね……」とエレーナは苦笑した。

　ちなみに、第三王子であるノアもエレーナには頭が上がらなくなっている。

　真相を知らなかったとはいえ、アネットはノアの婚約者だ。アネットがエレーナに敵意を向けてしまったのだって、元はといえば自分のせいだった。

　エレーナが抑えてくれなかったら、ユリウスの怒りは王家にも向いていただろう。そうならないよう取り計らってくれたエレーナは、恩人にも近い存在となっていた。

　それはアネットにとっても同様で、彼女もエレーナを慕うようになっていた。

　アネットは悪評を払拭しつつ、エレーナのおかげで大きな事態にならずに済んだのだと周囲に話した。それにより、後ろめたいことのある者みなが、エレーナに救われたことを理解した。

　エレーナはユリウス・ユンカーを宥めてくれた人。恩人。寛大でお優しいエレーナお姉さま……！　女子たちの多くは、そんな状態になっていた。






　さらに時は過ぎ、卒業式を迎えた。

　三年制の学生と上級プログラム後期受講生は、卒業式の会場も日程も同じだ。

　エレーナたちは制服ではなく正装に身を包んでいたため、それなりに目立つ。ドレス姿が素敵だと、多くの生徒に声をかけられた。ちなみに、これはユリウスが用意したものだ。

　赤いドレスに金の刺繍となかなかに派手なのだが、婚約者が見繕っただけあってよく似合っていた。

　以前のエレーナなら、なるべく人目につかないよう地味な衣装を選んでいたかもしれない。だが、今は違う。もう、前のように怯える必要はない。だって、ユリウスが隣にいるのだから。

　モーニングコートを着用したユリウスは、ドレス姿の婚約者が気になって仕方なかった。卒業式の少し前、ドレスを選ぶ許可をもらったときには嬉しさで舞い上がってしまったものだ。初恋の人が婚約者となり、自分が用意した衣装を身に纏ってくれるのだからそれも当然だろう。

　赤は彼女の瞳の色を、金色は彼女の髪と見せかけて自分の髪色をイメージして選んだ。さらには、自身の瞳の色である青も装飾品に散りばめてある。

　ユリウスもポケットチーフは赤を選んでいるから、互いの色を身に着けている形だ。

　お互いの正装を見た二人は、思う。

（結婚式みたい……）

　いつか来る日を想像して、ちょっとにへっとしてしまった。

　卒業式のあとはパーティーがある。それまで少し時間があくため、エレーナとユリウスは学院内を散歩していた。

　ドレスを着るエレーナは、どうしても歩くのが遅くなってしまう。それを察したユリウスも、彼女に合わせていつもよりゆっくりと進む。

　ユリウスの短期入学に同行するよう言われたとき、エレーナは嫌で嫌で仕方なかった。学校になんて戻りたくないと思った。けれど、今は名残惜しいとすら感じられる。

（楽しい学園生活、か。今回はそう思えたかも。……大切にしてくれる人がそばにいると、こんなに違うのね）

　エレーナはちらりと横目でユリウスを見つつ、父の言葉を思い返していた。

　感慨に浸っていたエレーナだが、ふと気になったことがあり彼に尋ねた。

「そういえば、もう迎えになんて来なくてもいいのに、毎日来てくれたわよね。そんなに私のことが好きなの？」

　嫌がらせがなくなってからも、ユリウスは毎朝寮まで迎えにきてくれた。それも、ほぼ必ずエレーナより早く着くようにだ。この半年間、病欠した日を除いてずっと送迎を続けてくれた。

　エレーナがからかうようにくすくすと笑う。彼が顔を赤くするとか焦るとか、そんな反応を期待していた。

　だが、彼は「そうだよ」となんでもないことのように答えた。二人のあいだを、さあっと風が駆け抜ける。ユリウスの答えに、エレーナは目を丸くした。そんな彼女を見て、ユリウスはふっと笑う。

「自分で言っておいてなんだよ。違うとでも言われると思った？」

「……そんなんじゃないとか、言われるかなーって」

「言わないよ」

　ユリウスがエレーナに向き合う。彼は彼女から目をそらすことなくこう言った。

「俺は、きみのことがずっと好きだったんだから」

「っ……！」

　周りの人が「愛されている」「大好きなんだね」と口にすることがあったから、なんとなくわかってはいた。だけど、こうもはっきりと本人から伝えられるのは初めてのことだった。

「……きみは？　きみは今も、俺との婚約は嫌？」

　あの最悪な再会から、半年以上が経過した。親たちに婚約するよう言われたときには抵抗したが、今のエレーナにそんなつもりはなかった。

　ああ、そういえば、好きだとも、あなたと結婚したいともまだ伝えていなかった。婚約を拒絶したときとは、まったく違う気持ちだとも。もう、彼を遊び人だなんて思っていない。最も嫌いなタイプどころか、大好きでたまらない人だ。

「……嫌なわけ、ないじゃない」

「……そっか」

　意地を張って、可愛くない言い方をしてしまった。けれど彼はそれでも十分だったようで、嬉しそうに目を細めた。きっと、想いは届いている。けれど、これだけで終わりにしたいとは思えなかった。自分も、彼に応えたい。

「嫌なはず、ないわ。私だって……。あなたのこと、大好きなんだから！」

　緊張から力んでしまい、大きな声になってしまった。

　十年以上温め続けた彼への想い。離れ離れになっても消えはせず、ずっと大事にしていた気持ち。

　やっと言葉にできたはいいのだが、他の学生にも聞こえてしまったようで注目を浴びてしまう。

「っ……！　ううっ……！」

　一世一代の大告白を、他の人にまで聞かれてしまった。あまりのことに、エレーナは両手で顔を覆った。頬が熱くて仕方がない。上手く言葉が出なくて、「うう……」「うああ……」といった声しか出なくなっている。

　一方のユリウスはといえば、そんなエレーナが可愛くてたまらなくて、ついついしばらく眺めてしまった。だが、ぷるぷる震える彼女が泣きそうになっていることに気が付くと、流石に見ているだけではいられなくなった。

「エレーナ、ちょっといい？」

「え？」

　ふわりとエレーナの身体が宙に浮く。何事かと思えば、ユリウスに抱き上げられていた。いわゆるお姫様抱っこだ。
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「ちょ、ちょっと!?」

　エレーナが抗議の声をあげるが、ユリウスは構わず進んでいく。人目のない場所を見つけると、そっとおろしてくれた。

　告白を聞かれただけでも恥ずかしいのに、人前であんなことをするなんて。エレーナは涙目になりながらも、むうっとユリウスを見上げた。精一杯睨みつけているつもりなのだが、そんなことで彼は怯んだりしない。それどころか、くつくつとおかしそうに笑っている。

「もう！　なに笑って……」

　彼女の言葉は、途中で遮られる。ユリウスの顔がすっと近づいて来て、唇になにかが触れる感触がした。キスされたのだと、すぐにわかった。

　ぽかんとしているうちに、彼が離れていく。けれど、手はエレーナの頬に添えられたままで、唇同士が触れ合った感覚も残っていて。彼の青い瞳は、愛おしそうにこちらを見つめていて――。

「～～っ!?」

　突然のことによろけたエレーナを、ユリウスが抱きとめる。初恋の人をその腕に抱いた彼は、彼女の頭に頬をすり寄せた。

「あー可愛い……」

　愛する人を思い切り堪能するユリウスが、ハッとしたエレーナに怒られるまで、あと数分。
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　無事に学院の上級プログラムを修了した二人は、同じ馬車で故郷へと戻る。行きは喧嘩ばかりだったが、帰りはどうかというと……。

「ユリウスのバカ！　人前であんなことしてえ！」

　あんなこと、が指すのはお姫様抱っこの件だ。

「気を付けるようにするから、そろそろ許してほしいんだけど……」

　やっぱり喧嘩していた。ユリウスは疲れたようにため息をつき、エレーナは「バカ！」と繰り返している。

「キ、キスまでして……！」

「あれは他の人には見えてなかっただろ」

「だからって、外でなんて……」

　たしかに、周囲に人影はなかった。けれど屋外である以上、どこに人の目があるかわからない。

　外ではダメと主張するエレーナの前で、ユリウスは「二人きりのときなら構わないってことか……？」なんて考えたりもした。






　エレーナがぷんぷんと怒り、ユリウスはそれを宥めつつもたまに意地悪をする。騒がしいが二人とも笑顔で、穏やかな時間が流れていた。

　エリセ伯爵領が近くなってきたころ、ユリウスがエレーナに尋ねた。

「それにしても、よくアネットたちのことを許せたな」

「んー……。ただ許しただけでもないのよね。ああすれば、王子と公爵令嬢に貸しを作れるでしょ？　他の人も、私を蔑ろにできなくなるだろうし……。辺境伯の妻として、上手く立ち回ったほうがいいと思ったのよね」

　エレーナの答えに、ユリウスが目を丸くした。そんな考えがあったとは聞いていなかったのだ。たしかに今では多くの者がエレーナを慕っていて、彼女の狙いは大成功したといえる。

　エレーナのおかげで難を逃れた女子たちも、将来は自身の夫にエレーナは素晴らしい人だと話すはずだ。そんな女性を妻とするユリウスも、「あのお方の夫だから」と一目おかれて動きやすくなるだろう。

　驚くユリウスに向かって、エレーナがふふ、といたずらっぽく笑う。

「妻として、いい働きをしてみせるわよ。旦那様」

　エレーナ・エリセは、国の守護者の妻となる。したたかさだって必要だ。

　ヒーローに守られてばかりの女の子では、いられない。
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